參 YAMAHA 

デジタルサウンドプ□ジェクター 


YSP-8Q0 

取扱説明書 


ヤマ八デジタルサウンドプ□ジェクター YSP -80 日をお買し化 
ばいたださまして、まことにありがとラございます。 

♦本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障な 
くお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保 
証書をよくお読みください。お読みになったあとは、保証書 
と共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 

•保証書は、 r お買上げ日、販売店名」などの記入をおず確かめ、 
販売店か5お受け取りください。 


保証書別添付 


ま全上のご注意 

孫前こ、必ずこの r 安全上のごま脂く踰みくださし、 


ここにおしたま意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を 
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでも見5れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


A 公 

「ごま意ください」というま意喚起を示します。 


「〜しないでください」という「禁止」を示します。 

〇を 

r 必ず実巧してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と n 主意 J について 


政下、誤った取0扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と r ミ主意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死 t する 
可能性または重傷を負ラ巧能 
性が想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損善が発 
生する可能性び想定される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 

電ぉ 

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコ 
MB ンセントに接続ずる。 

万-の場合、電源プラグを容易に引き掠くためです。 

化ず実行 

電池を充電しない。 

1 電池の破裂や液われにより火がやけびの原因になり 

禁止 

下記の場ちには、すぐに電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか 5 抜く。 

♦異常なにおいや音がずる。♦煙が出る。 

プラグを巧く ♦ 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用ずると、火がや感電の原因になります。 

電池か 5 もれ出た液には直接触れない。 

1 X ) 液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場をはすぐ 
に水で洗い茄し、医師に相談してください。 

禁止 


分解禁止 

電源コードを傷つけない。 

( \) ♦ 重いものを上に載せない。 

♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

篇止 ♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

あ線びむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に 
なります。 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けな 

火災や感電の原卸こなります。 

巧巧禁止 修理-調整は販売店にご依頼ください。 

おず AC 100 V (50/60 Hz ) の電源電圧で使用 
する。 

それ私がの電源難で賴すると、火災や感電の原圆こ 

18 ^ず実巧 な 0 ます。 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ 浴室-台所-海岸- 7 m 
♦ 加湿器を過度にさかだた部屋 
参雨や雪、 7 k がかかるところ 


水の混入により、乂义や感電の原因になります。 


Q 


放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ 巧やテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 
♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の巧部に熱びこわ0、火がの原因になります。 


使用上のを意 




放熱用の通風孔か5金属や紙片など異物を入れな 
い。 

火災や感電の原因になります。 


〇 

化ずミ巧 


本機を落としたり、本機が破損した場台には、必 
ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火がや感電の原因になります。 


接轴禁止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れ 
ない。 

感電の原因になります。 




本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
塞品- n ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面び経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


〇 

0ず実巧 


電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり 
除く。 


ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 

V ノ 


電源/電源‘コード 

電お 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグを 
] ンセントか！5抜<。 

火災や感電の原因になります。 

プラグを巧く 

電池は極性表示（プラス+とマイナスー)に従っ 
MM て、正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけびの原因にな 

0ず実巧 0 ます。 

めれた手で電源プラグを抜を差ししない。 

感電の原目になります。 

めれ手禁止 

指定似がの電池は使用しない。また、種類の異な 
fV A る電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用し 

V 、/なぃ。 

禁止 破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ6 

pv ) なぃ。 

コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 

禁止 

電池と金属片をいっしょにボケットやバッグなど 
Ps . J に入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液をれにより、火がやけびの 
禁止 原因になります。 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差 
MB し込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 

0ず実行 にほこりび堆積して発熱や乂がの原因になります。 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れ 

1ない。 

破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

禁止 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがある 
fNw J コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースか5取りが 

破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

0ず実巧 

使い切った電池は、自治体の条例または取り決め 
に従]て廃棄する。 

おず実巧 
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設置 

Q 不安定な場所や振動する場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

禁止 




直射日光のあたる場所や、温度び異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び変形した0内部回路に悪影響び生じて、 
火災の原因にな0ます。 




ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なじます。 


〇 

化ず実巧 


他の電気製品とはできるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあります。 


移動 


を 

フラグを巧< 


移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべて 
の接続をがす。 


接続機器び落下や転倒して、けびの原因にな0ます。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 


巧用上のを意 


Q 音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因になります。 


A 

注意 


環境温度が急激に変化したとき、本機に結露び発 
生することがあります。 

正南に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 


〇 


業務用機器とは接続しない。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオディ 
オインターフェースに接続する目的で設計されていま 
す。業務巧のデジタルオーディオインターフェース機器 
との接続は、本機の故障の原因となるばかりでな<、ス 
ピーカーを傷める原因になります。 


手入れ 


〇 

化ず II 行 


手入れをずるとをには、必ず電源プラグを 
抜く。 

感電の原因になります。 


Q 義物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• を成な剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

巧止 

外装び傷んだり、部品が溶解することびあります。 


〇 電源を入れる前や、再生を始める前には、デジタ 
ルサウンドプ□ジ I クター音量(ボ U ユー ム)を最 
かにずる。 

0ず実行 突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 
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臟器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容 
易に手び届く状態でご使用ください。 



r シネマ DSP」|"CINEMA 日 SP」 は、ヤマハ株式芸社の登録 
商標です。 


r f 音 (DI チケ'ント 1 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気に 
なるものです。隣近所への配慮を充分にし 
ましよう。静かな夜間にはルさな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ施ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量をむがけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるの 
も一つの方まです。音楽はみんなで楽しむをの、お互いに 
むを配り快適な生活環境を守りましょラ。 


皿 ipOLBYl 

DIGITAL 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「PR 日 L 日 G に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラト U— ズの商標でず。 

DTS および Neo: 目はデジタルシアターシステムズの登録商 
標でず。 

SRSW 


TruBass 


TruBass、SRS と（参）記号は SRS Lab, Inc. の商標です。 
Tru 目 ass 技術は SRS Labs. Inc. か5のライセンスに基づ 
さ製品化されています。 


巧 

AAC 护 

AAC □ゴマークはドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。切下はパテントナンバーです。 
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はじめに 


映画館にいるよラなサラウンド空間を実現するためには、いくつちのスピーカーをそろえ、 I 」ス 
ニングルームのあちこちに設置するのび従来のマルチチヤンネルサラウンドシステムの常識と考 
え日れてさました。その常識を巧ち破り、煩雑なスピーカーの設置や配線といったネガティブな 
要素を取りのぞいたのび YAMAHA デジタルサウンドプ□ジェクター rYSP -800」 です。 

YSP -800 は、内蔵した2個のウーファーと2 ] 個のルロ径スピーカーをアレー(格テ)状に配置す 
ることにより、ス U ムなデヴインと大迫力のサラウンドサウンドを実現しています。 

ルロ径スピーカーのひとつひとつの遅延時間を微妙にコント□ールすることによって、ルロ径ス 
ピーカー全体でチヤンネルごとに指向性の高い音声を作り出します(音声のビーム化)。ビーム化 
された音声の指向性（ビームの角度)は、遅延時間を変えることによって調節しています。 

フ□ントち旧）、フ□ント左 （ L )、 サラウンドち ( SR )、 サラウンド左 ( SL ) のそれぞれのチヤンネ 
ル音声に巧して音声のビーム化を行い、投射されたビームは U スニングルームの壁に反射して U 
スニングポジションに向かいます。そして、ビーム化されたセンターチヤンネル ( C ) の音声を加 
え、已 .1 チヤンネルの U アルサラウンドを創造します。 

これにより、まるで I 」スニングルームにいくつちのスピーカーを配置したかのよラなサラウンド 
空間を実現します。 

YSP -800 の機能をフルに活用し、部屋いっぱいに広びる I 」アルサラウンドの醒酬味をを分にお 
楽しみください。 


音声ビームイメージ 



仮想フ□ントスピーカー位置 


仮想サラウンドスピーカー位置 
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はじめに 


9 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター 
機能搭載 

音に指向性を持たせる （ ビーム化する）こと 
により、本機1台で已 . Ich サラウンド再生を 
実現します。本機はじ(下のビームモードを 
搭載しています。 

参已ビームモード 
参ステレオ+3ビームモード 
参3ビームモード 
参ステレオモード 
参ターゲットモード 


自動設定機能搭載 


シネマ DSP (デジタル‘サウンド- 
フィールド•プ□セツサー)搭載 

世界の著名なコンヴートホールや劇場など 
で実際に測定した音場情報をちとに作成さ 
れたシネマ DSP を搭載しています。映画、 
音楽、スポーツの中か日、お好みのプ□グ 
ラムを選択でさます。 


操作性の高いメニュー画面 


設定などの操作を、日本語のメニューでサ 
ポート。テレビ画面にメニューを表示させ 
て、やりたいことをたどっていけば簡単に 
設定でさます。 


メーカーコード設定機能付 
リモコン 

メーカーコードを設定することにより、付 
属の U モコンでテレビ、 DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ/ BS デジタ 
ルチューナーを操作することびでさます。 


本機の設定を、付属のオプティマイヴーマ 
イク（高性能測定用マイク）を使用して自動 
で行ラことびでさます。部屋あ状を推定し 
てビームの向さや長さ、音質を設定し、お 
使いになるお部屋に合わせて最適な視聴空 
間をつ< り出します。 


最新の音響技術に対応 


LU 下の信号方式に対応したデコーダーを搭 
載しています。 

参ドルビーデジタル 

DVD び採用している標準音声フォー 
マットです。 

• DTS (デジタル-シアター-システムズ） 
DVD び採用してしぶ音声 フォーマッ トです。 

• AAC (アドバンスト-才ーディオ-コーディング） 
BS デジタル放送や地上デジタル放送び 
採巧している音声フォーマットです。通 
常の2チヤンネルステレオ音声に加え、 

已 . 1チヤンネルのサラウンド音声や多言 
語の放送を可能にしています。 

参ドルビープ□□ジック 

2チヤンネル音声で記録されたソースを 
サラウンド再生します。 

参ドルビープ□□ジック II 

2チヤンネル音声で記録されたソースを 
サラウンド再生します。映画用、音楽 
用、ゲーム用のサラウンドモードび用意 
されています。 

• DTS Neo :己（ネオ-シックス） 

2チヤンネル音声で記録されたソースか 
ら最大日チヤンネルを抽出し、サラウンド 
再生します。本機では、已チヤンネルの再 
生モードを使用します。映画用、音楽用の 
サラウンドモードび用意されています。 
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はじめに 


〇 1/スニングルームの 祭件 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するといラ特性上、じ(下のよラな環境では十分 
なサラウンド効果び得られなかったり、まったく得日れない場合びあります。 

-ビーム経路上に壁びない部屋 

-壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

•部屋の大きさび幅 3 m 〜7 m 、 奥行き 3 m 〜 7 m 、 高さ 2 m 〜3.已 m にあてはまらない部屋 
-本機から視聴位置までの距離び 2 m 未満の場合 
-ビーム経路上に出っ張った家具などの障書物びある部屋 
-壁に近いところに視聴位置びある場合 
-視聴位置び本機の正面にない場合 

〇 本書の記載につぃて 

-本書は YSP -8 □□の設置-接続および操作方法について説明しています。他の外部機器の操作 
方法については、各機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどち日でち操作できる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載し 
ています。 

-では操作-設定を行ラ際に留意すべさ事項、：おヒントでは知っておくと便利な補足 
情報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び 
一部異なる場合びあります。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了承くださ 
し、。 
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はじめに 


みが 属品を確認ずる 

同捆されている付属品びすべてそろっていることをご確認ください。 


リモコン：1個 固定テーで4個 メニュー表示用ビデオケーブル: 

(31 ベージ） （21 ベージ） 1本/1•日 m (23 ベージ） 


感。0 @ 

を昏暮導 

口 6 ロロ 

□田芭'〇 
□の回 
GD 回の 
I ’1 CD GD 


rgi ngi 
因回因〇 




煩) 


ケーブル f 甲さえ：1個 
(30 ページ） 


ステレオピンケーブ J レ： 
1本/1•日 m に3ベージ) 



(白/'赤) 



単3乾電池: 2本 
(31 ぺージ） 


オプティマイザーマイク: 
1本/ 6 m (36 ぺージ） 


光フアイパーケープル: 
1本/1•已 m に3ぺージ) 





簡易マイクスタンド： デジタル音声ピンケーブル: 

2枚1セット （37 ぺージ） 1本/1.己 m (28 ぺージ） 



:かヒント 

付属のケーブルは、状況によりをる場合びあります。 










































サラウンドサウンドを楽しむまでの流れ 


ぶ-ヒント 

この取扱説明書に加え、別冊の簡易接続-操作ガイドをご利用 < ださい。 


1 本機をリスニングルームに設置します。 

\ 

、 「設置する」 （] 8ページ） 



ノ 


2 本機をテレビやその他の外部機器と接続します。 

r 接続する」 （22 ページ） 


3 リモコンや設定•操作の準備をします。 

「リモコンの準備〜」 （31 ぺージ〜） 


4 自動設定で、本機を使うための設定をします。 

「本機を自動設定する」 （36 ページ） 


5 音芦を再生したり、ビームモードやシネマ DSP の設定を変更し、 
サラウンドサウンドを楽しみます。 

「入力音声を再生する〜」 （4 已ぺージ〜） _ 

もっと本機でいろいろなことがしたい！という方は 


6 詳細設定やリモコンコード設定などを行います。 

「各メニューを個別に設定する〜」 （63 ページ〜） 
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各部のち祿とはた 5 を 

な 前面(フロントパネル) 



OOPTIIVMZER M に端子 

付属のオプティマイヴーマイクを接続します 
(3 己ぺージ)。 

み フ□ントパネルディスプレイ 

再生の巧態や設定値などを表示します。 

0 リモコン受光窓 

U モコンの赤外線信号を受信します。 


〇 INPUT キー 

再生する機器を選択します。 

© VOLUME +/-*- 

音量を調節します (47 ページ)。 


〇 STANDBY / ON キ- 

電源モード(スタンバイ/オン）を切り替えま 
す (33 ぺージ)。 
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を部の名称とはた 5 き 


9 フ〇ン 《ネルデイスブレイ 


〇 0 e 0 0 





|nIGHt||sLEEp| (dts AAC PCM □□digital □□PLH I 1 DUAL 1 

VOL 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ m 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ iiflii ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ft 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ rnd 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ iiflii ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ iiifli ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■iiifl ■■■■■ j 口 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ QD 





〇 


OMGHT インジケーター 

ナイト I 」スニングモードまたはテレビ音量一 
定モードで再生しているとさに点打します 
(已巨ぺージ)。 

〇 SI _ EEP インジケーター 

ス U —プタイマー設定時に点灯します (已 8 
ページ)。 

〇 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵のデコーダーび作動しているとき 
にそれぞれのインジケーターび点灯します 
(已]ページ)。 


ODUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送び入力 
されているときに点灯します。 

0 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表おします (47 ページ)。 

@ マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイ 

設定値などの情報を表示します。 

み-ヒント 

「フロントパネルディスプレイの明るさを設定する 
(本体表示設定)」 （7 巳ページ)で、フ□ントパネル 
ディスプレイの明るさを調節することびできます。 
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さ部の名称とはた 5 を 


制 面（リアパネル) 



〇 才ーデイオ入力（ビデオ)端子 


〇 光デジタル入力 ( DVD ) 端子 


ビデオデッキとアナ□グ接続します (2 已ぺージ)。 DVD と光デジタル接続しますに4ぺージ)。 

0 才ーディオ入力(テレビ/チユーナ ー) 端子 〇 同軸デジタル入力 ( AUX ) 端子 

テレビ/チューナーとアナ□グ接続します 外部機器と同軸デジタル接続します (28 ぺ- 


に3、2巨ページ)。 

0 出力けブウーファー)端子 

サブウーファーと接続しますに9ぺージ)。 

〇 出力（ビデオ)端子 

本機のメニューを表示させるため、テレビの 
映像入力端テと接続します (23 ページ)。 

0 光デジタル入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーと光デジタル接続します 
に3、2巨ページ)。 


ジ)。 

〇 システム接続端子 

ヤマノ \製のシステム接続端テびあるサブウー 
ファーとシステム接続をするときに使用しま 
すに9ぺージ)。 

〇 電源コード 

電源コンセントに接続します (30 ぺージ)。 
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各部の名称とはた 5 を 


〇 ソモつン 



o' 赤外線送信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します。 

〇 トランス=ッシヨンインジケーター 

U モコン操作用の赤外線信号を送信している 
ときに点灯します。 

〇 電源(の/!)キー 

YSP -8 □□の電源モード(スタンバイ/オン）を 
切り替えます (33 ページ)。 

〇 入力選択キー 

再生する機器を選択します (4 已ページ)。 

0YSP*- 

U モコンを YSP -800 の操作モードに切り替え 
ます (33 ページ)。 

トウルーベース 

包 [•) TruBass キー 

低音を効果的に再生するとさに使用します 
(已7ページ)。 

©ビ ームモードキー/数字 （1 〜己）キー 

ビームモードの設定を変更します (48 ペー 
ジ)。 


数字 （1 〜已）を入力します。 

©音 場プ□グラムキ ー/ 数字(ス8,10/0, 
11/+10)キー 

音場プ□グラムを選択します(已4ページ)。 


数字(ス8,10/0,11/+]0)を入力します。 

© c 1 h レべルキー 

各チヤンネ j レの音量を調節します (8 □ペー 
ジ)。 


⑩力 ーソル レ/▽パル) キー/巧定キー 

メニューを選択するときなどに使用します。 

メニュー画面上では、 ▲/▼/◄/► び力ーソル 
( a / ▽パ/のキーを表しています。 
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の テストキー 

テスト I -ーンを出力します (79 ページ)。 

⑩ 音量 (+/-) キ— 

YSP -800 の音量を調節します (47 ぺージ)。 

⑩ チヤンネル （+/—) キー 

テレビやビデオのチヤンネルを切り替えま 
す。 

⑩ 消音 キー 

消音します (47 ぺージ)。 

©テレビ 入力切替キー 

テレビの入力を切り替えます旧2ページ)。 

⑩ 電源 ( AV ) キー 

選択した機器の電源モード(スタンバイ/才 
ン)を切り替えます旧2ぺージ)。 

⑩ 電源 ( TV ) キー 

テレビの電源モード(スタンバイ/オン）を切 
り替えます旧2ページ)。 

⑩ テレビ入力1/2キー 

テレビの入力を選択します (82 ページ)。 

巧) テレビマク□キー 

テレビマク□を設定します (84 ページ)。 

⑩ 入カモードキー 

本機に入力される音声信号を選択します (78 
ページ)。 

@ス11 ープキー 

ス I 」ープタイマーを設定します（已8ページ)。 

@ AAC 音声を重キ ー/ 数字 (6) キー 

AAC 音声多重の設定を切り替えます(已1ペー 
ジ)。 

数字(己）を入力します。 


を部の名称とはた6き 


运) 音量モードキ ー/ 数字 (9) キー 

音量を抑えてサラウンドを楽しむとさに使用 
します(已日ページ)。 

数字 (9) を入力します。 

©サラウンド キ ー/ 数字 （12) キー 

サラウンドモー ドを選択します（已2ぺージ)。 

数字 （12) を入力します。 

© メニューキー 

テレビ画面にメニューを表示します(34ぺ_ 
ジ)。 

入力選択キーで DVD を選択している場合、 
DVD メニューを表示します。 

©戻る キー 

メニューで前の画面に戻るとさに使用します 
(38 ぺージ)。 

@ テレビ音量 (+/-) キー 

テレビのボ U ュームを調節します （82 ペー 
ジ)。 

©テレビ 消音キ ー/ コードセットキー 

テレビを消音します (82 ページ)。 

U モコンコードを登録する （8] ページ）とき 
や、テレビマク□機能を使ラ旧4ページ)とき 
に使用します。 

透) DVD 、 ビデオデッキ操作キー 

再生、停止など、 DVD やビデオの基本的な操 
作に使用します旧2ぺージ)。 

み-ヒント 

U モコンコードを設定すれば、本機の1」モコンで外 
部機器を操作することびでさます (8 1ページ)。 
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設置ずる 


ここでは本機の設置方法について説明します。下記の r 設置上のごミ主意」を参照のラえ、安全な場 
所に正しく設置してください。なお、ビーム経路上に家具などの障書物びあると適切なサラウン 
ド効果び得日れない場合びありますので、ビームの経路を考慮した上で設置位置を決定してくだ 
さい。 

本機の設置には、十分な放熱スペースび必要です。 

ち図のよラに、本機の上部(または下部）に已 cm しソ 
上スペースび開くよラに設置してください。上部ま 
たは下部にスペースびないラックの場合は、熱びこ 
ち日ないよラ後部に十分な通気スペースをおなして 
ください。 ヤス) VJi 奨のラックはま全性をお認済み 
ですので、まむしてご使用いただけます。 

本機は日 k 目の重さびあります。地震などの振動やお 
テ様の接触などで本機び落下しないよラに設置して 
<ださい。 

ブラウン管式テレビなど、発熱体の上へは直接設置 
しないで < ださい。 

本機は、防磁型設計となっておりますび、万ーテレ 
ビに色ムラなどび生じるとさは、テレビと本機の距 
離を離してご使用ください。 



み 本機をリスニングルームに設置する 

十分なサラウンド効果を得るために、図のよラに家具などの障害物びビーム経路と重ならない場 
所に設置してください。 

本機を壁と平行に設置する場合には、でさるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機び左ちの壁に近 
づさすざないよラにしてください。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度び4ぴ〜已ぴの間に 
おさまるよラに設置してください。 

か-ヒント 

設置する場所によっては、還択でさないビームモードをあります。逞択でさるビームモード (48 ページ）は 
し U 下のとおりです。 

[壁と平行に設置する場合]ステレオモード、3ビームモード、已ビームモード、 ST +3 ビームモード、 

ターゲットモード 

[コ ーナーに設置する場合]ステレオモード、 ST +3 ビームモード、夕ーゲットモード 
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設置ずる 


家具などの障害物 


C 壁と平行に設置： 

已ビームモードに設定した場合〕 



C コー ナーに設置： 

ST +3 ビームモードに設定した場含〕 


4 cr 〜已0。 



設置例1 



できるだけ左ちの壁の 
中央に設置ずる 



設置例2 





設置例3 



できるだけ視聴位置の 
正面に設置ずる 




本機について 



準備ずる 


設定ずる 


基本操作 
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設置する 


本機背面の金具を取り外す 

本機背面にはお包用の金具び付いています。 
設置する前に、下図のよラにネジを外して金 
具を取り除いてください。 

- 

-捆包用の金具はおず取り外してください。 
金具び付いた状態で本機び落下、転倒すると 
けびの原因になりまず。 

■取り外したネジは元のネジ巧に再度取り付け 
て < ださい。 

-取り外した金具は大切にな管してください。 

本機を輸送するとをに使用します。 

-本機を輸送ずるとをは、捆包用の金具2個を再 
度取り付け、本機の専用捆包箱を使用して< 
ださい。 



壁掛け金具を使用して設置する場合 

オプシヨンの壁掛け金具を使用して本機を壁 
に設置します。 

壁掛け金具の壁への取付けや、壁掛け金具へ 
の本機の取付けについては、壁掛け金具に付 
属している取扱説明書をご参照ください。 

壁掛け金具 


■ I L III … S if 

YSP -800 


テレビ 

スタンドを使用して設置する場合 

市販のスタンドにテレビを取り付け、本機を 
テレビの下に設置します。 

スタンドの設置やテレビと本機の取付けにつ 
いては、スタンドに付属している取扱説明書 
をご参照ください。 

スタンドは本機を設置するのに十分なスペー 
スを持ったちのをお買い巧めください。 


スタンド 



YSP -800 
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設置ずる 


ラックを使用して設置する場合 

市販のラックを使用して、本機をテレビの上 
または下に設置します。 

ラックは本機を設置するのに十分なサイズと 
放熱スペース、本機とテレビを設置するのに 
十分な強度を持ったちのをお買い巧めくださ 
い。 

設置例(テレビの上） 


YSP -800 



YSP -800 


0) 本機を固定する 

下図のよラに付属の固定テープ (4 個）を本機の 
底面四隅とラック等の上面に貼り、固定して 
ください。 

- ■ 

-上面び傾いたラックの上には設置しないでく 
ださい。本機び落下するとけびの原因になり 
ます。 

-固定テープを貼る前に、ラック等の上面をさ 
れいに拭いてください。をし表面び巧れてい 
たり、または磊れていたりずると、テープの 
接着力び弱まり、本機び落下する原因になり 
ます。 



本機について 



準備ずる 


設定する 


基本操作 


応用操作 


付録 
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接続ずる 


本機は光デジタル端テを2系統、同軸デジタル端テを1系統、アナ□グ端テを2系統装備していま 
す。それ b を利用してテレビや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、 BS デジタルチューナーやゲー 
ム機などを接続してください。また、サブウーファーを本機に接続すると、よりダイナミックな 
低音を楽しむことびでさます。本機とそれぞれの機器の詳しい接続方法については23ページ〜 
29ページを参照してください。 

音声接続 


映像接続 


テレビ 



DVD プレーャー 


サブウーフ アー 


ビデオデッキ 


己 S デジタル 
チューナーや CD 
プレーヤーなど 
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接続ずる 


© 

システム接病 


③ 

システム接巧 


〇 テレビを接続する 

音芦接続(デジタル•アナ□グ） 

音声用として、テレビのアナ□グ音声出力端子 
と本機のオーディオ入力（テレビ/チューナー） 
端子を接続します。テレビに光デジタル接続端 
子びある場合は、アナ□グ接続に加えて、テレ 
ビの光デジタル出力端子と本機の光デジタル入 
力(テレビ/チューナー)端子を接続してくださ 
い。デジタル放送受信時に、デジタル音声信号 
を本機に入力することびでをます。 


映像接続(メニュー表示用） 

映像用として、テレビの映像入力端テと本機 
の出力（ビデオ)端テを付属のメニュー表示用 
ビデオケーブルで接続します。映像用の接続 
をすることにより、テレビ画面にメニューを 
表示し （34 ページ)、音量や入力選択されてい 
る機器名などの情報を見たり、メニューを 
使って簡単に U スニング環境を設定したりで 
きるようになります （38 ページ)。 


か-ヒント 

-デジタ J レ放送対応のテレビをご使用の場合、デジタ J レ出力の AA 巳び有効になっていることをごお認くだ 
さい(テレビ側の設定)。詳しくは、ご使用のテレビに付属している取扱説明書をご参照ください。 

-地上デジタル放送は、2003年12月から一部の地域で開始されています。従来の地上アナ□グ放送は 
2011年7月に、 BS アナ□グ放送は2011年までに終了することび、国の方針としてま定されています。 


接続に使うケーブル 

ステレオピンケーブル(付属） 

(白）斗な SB — ^ r - tajQ^TN (白） 

(航 广 成) 


光ファイパ'—ケーカレ(付勵 


dil - 


JL 


ir 


- Mn & 


接続に使ラケーブル 

メニュー表示用ビデオケーブル(付属） 

」L 


(( 


テレビ 




光デジタル 
出力 


tT 


@ @ 

4— t- 

0 


! 




テレビ 


YSP -800( 背面） 


@ r 

國面 I 菌 

卜光デ 

國 II I 

如 

备2 _ 

繁I 

サ 

@© ^ t 


©皿" 

因面 I 菌 

i かデ 

I 因 III 

テ 

©二 

一 § 

© -- 
感 f S 
@© ^ ^ 


本機について iii 捏化夏 準備ずる 設定ずる 基本操作 応用操作 付録 
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接続する 


@ D \/ D ブレーヤ ー/ レコー ダー を接続する 

DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端テと本機の光デジタル入力 （ DVD ) 端テを接続し 
ます。ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レコーダーと接続する場合は、デジタル接続に加え 
て、 DVD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声出力端テと本機のオーディオ入力（ビデオ)端モ 
を接続してください。 

DVD プレーヤー/レコーダーに光デジタル出力端モびない場合は同軸デジタル接続をしてくださ 
いに8ぺージ)。 

み-ヒント 

DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力で、ドルビーデジタル、 DTS (またはビットスト U- ム)び 
有効になつていることをご確認ください (DVD プレーヤー/レコーダー側の設定)。詳しくは、ご使用の 
DVD プレーヤー/レコーダーに付属している取扱説明書をご参照ください。 


接続に使ラケーブル 

光フアイ/ (—ケーブル 

<3FH - 


(( 




ステレオピンケープル 

(白）吨 gJSP— I 厂(白） 

(ホ）(ホ） 


DVD プレーヤ ー /レコーダー 
/ -\映像信号はテレビへ 



へ 



24 












































接続ずる 


な ビデオデッキを接続する 


ビデオデッキのアナ □ グ音声出力端テと本機のオーディオ入力 （ ビデオ)端テを接続します。 
ちチヤンネルと左チヤンネルをよく確認して正しく接続してください。 


接続に使ラケーブル 


ステレオピンケーブル 
(白） 

(ホ） 




(白） 

(赤） 



映像信号はテレビへ 



本機について 
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設定ずる 
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接続する 


@ BS デジタル/衛星放送/ケーブル TV チュ—ナーを接続する 

デジタルテレビ/衛星放送/ケースレ TV チューナーやケーブルテレビの光デジタル出力端テと本 
機の光デジタル入力(テレビ/チューナー)端テを接続します。デジタル接続に加えて、デジタル 
テレビ/衛星放送チューナーやケーブルテレビのアナ □ グ音声出力端テと本機のオーディオ入力 
(テレビ/チューナー)端テを接続してください。 


接続に使ラケーブル 


ステレオピンケーブル 


光フアイ/ (—ケーブル 

CJfl - み - 


(白） 


(ホ） 


1,、 


(白） 


(ホ） 


BS デジタル/衛星放送/ 
ケーブル TV チューナー 



映像信号はテレビへ 


A 

f アナ□グ音青 光デジタル 

出力 出力 

ち ち 


©资 區 
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接続ずる 


地上アナログ放送非対応のチューナーをご使用の場合 

地上アナ□グ放送を受信しないチューナーび接続されている場合は、デジタル接続に加えて、本 
機のオーディオ入力（テレビ/チューナー)端テとテレビのアナ□グ音声出力端テを接続してくだ 
さい。 

ご利用の際に地上アナ□グ放送の音声を出力したいとさは、チューナーの電源をオフにしてくだ 
さい。または、チューナーの音声信号を 「 ANAL □固に設定してください (78 ぺージ)。 


接続に使ラケーブル 

巧ファイバーケープル 

CJFH 


I 厂 


■jin3 


ステレオピンケープル 

泊）斗巨 I 泊） 

(ホ） 0^) 


地上デジタルチューナー 



映像信号はテレビへ 



本機について 
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接続する 


Q その他の機器を接続ずる 


その他の機器の同軸デジタル出力端テと本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端テを接続します。 

同軸デジタル接続に対応した機器を接続したいとさや、 DVD プレーヤー/レコーダーを同軸デジ 
タル接続するとさにご利用ください。 

DVD プレーヤー/レコーダーを接続した場合は、入力端モ設定を変更すると便利です (73 ペー 
ジ)。 


接続に使ラケーブル 


デジタル音声ピンケープル(付属） 


(程） 


CD プレーヤーなど 


映像信号はテレビへ 




YSP - 800(背面） 


© @ 

© @ @ © 


〇 〇 


ビデオ テレビ/ サブウーファービデオテレビ/チューナー DVD 
チューナー -光- 


@ 

AUX 

同軸 


© 

システム接続 


—才ーディオ人カー 


•出力 • 


デジタル入力 . 
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接続ずる 


Q ヴブウーファーを接続ずる 

サブウーファーのモノラル入力端テと本機の出力(サブウーファー)端テを接続します。 

この接続のみでは、サブウーファーからは音び出力されません。サブウーファーから音を出力す 
るには、サブウーファーの電源をオンにした状態で自動設定を行ラ （36 ページ)か、詳細設定の 
r 1 r ノ（ス出力」を設定する」 （7 ] ページ)で r サブウーファー」を選択して < ださい。 

ぶ-ヒント 

システム接続端テびあるヤマ八製サブウーファーを接続ずる場合は、サブウーファー用ピンケーブルでの接続 
に加えて、システム接続ケーブルで本機のシステム接続端子に接続します。システム接続をすることによつ 
て、本機の電源のオン/スタンバイとサブウーファーの電源のオン/スタンバイを連動させることびできます。 


接続に使うケーブル 


ヴブウーファー用ピンケーブル 

くシステム接続端子があるヤマ八製サブウーファーの場含> 

システム接続ケープル(ヴプウーファーに付属） 



[ U ~^ (1 ^~^ j 


ヴプ ウーフ アー 



サプウ I 


’モノラルシステム’ 
入力 接続 

© ® 

M— H 


1 

YSP-SOO (背面） T 

f 

f 

© © ， 

© © ^ 

ビデオ テレビ/ サブウ— 

チューナー 

ーオーディオ入力一 —— 

) ©◎恐© 尽 

ファービデオテレビ/チューナー DVD AUX システ 

-光- 同軸 

—出力- -デジタル入力- 

ム接続 

J 
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接続する 


み光ファイバーケーブルを固定する 

光ファイバーケーブルを使って接続した場合、ケーブルの脱落を防ぐため、付属のケーブル押さ 
えで固定します。ケーブル押さえの□び開いている方を上にして、本体皆面の適当な位置に取り 
付け、ケーブルを固定してください。 


光フアイバーケープル 



な 電源コードを接続する 

すべての接続び終了したら、本機の電源 コー ドを家庭用 AC 100 V の AC コン セントに接続しま 
す。 



三 AC コンセントへ 
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リモコンの準備 

9 U モコンに電池を入れる 


1 バッテリーカバーの么マークを巧し 
なび5、カパーをリモコンか5取0 
がす 

2 付属のを3を電池 (2 本)を、電池 
ケースに巧乂する 

電池の向き （+/ —極性）を正しく挿入して 
ください。 


3 パツテゾーカパーぞソモコンに装着 
ずる 


ぶ-ヒント 

U モコンの保護シートは、はびしてご利用ください。 

- 

-新しい電ミ也とちい電池を混ぜて使用しないでください。 

-種類の異なる電池(アルカ1」とマンガンなど)を混ぜて使用しないでください。同じあがでち性質の異 
なる場合びありまずのでごを意ください。 

-使い切った電ミ也はただちに U モコンから取り出してください。 U モコンに挿入したままにしておく 
と、破裂や液漏れの原因となります。 

-使い切った電池は i 也巧の条例または取りミ夫めに従って廃棄してくださし、。 

-電池び液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンから取り出し、廃棄してください。その際、 
肌やを服び漏れているバッテ U —液にふれることのないよラ十分ごを意ください。 

U モコンにバッテ U - 液び付着してし)る場合はきれいに拭き取ってから新しし價ミ也を挿入してくださし、。 
-1」モコンから電池を取り出したら2分じ(内に新しい電池を挿入してください。これじ(上の時間び経過 
ずると、1」モコンの設定内容び消去されます。また、電池び切れてから2分に満たない場合でち、電 
池の交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごを意ください。 
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リモコンの準備 


9 if モコンの操作範囲 

U モコンで本機を操作する際は、 U モコンの赤外線送信部を本体の U モコン受光窓 （1 3ページ） 
に向けます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体から己 mLU 内で正面か日左もに3ぴ L ソ内です。 



- U モコンに水や飲み物などをこぼさないよラごを意ください。 

- U モコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えたりしないよラごを意ください。 

-1」モコンをしツ下のよラな場所に放置しないでください。 

一気温.湿度び高い場所（ヒーターの近 < や風呂場など） 

一極端に気温びおい場所 
一ほこりっぽい場所 

- U モコン受光窓には直射日光や堂光灯などの強い光び当たらないようにしてください。 

- U モコンの電池び消耗すると、 U モコンで本機を操作できる距離び極端に短くなります。このような 
場合、早めに新しい電池と交換してください。 
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設定•操作の準備をずる 

〇 電源をオン/ス タン/ レ n こする 



喔）。 © © 

DVD ビデオ チ： I — デレビ 

Q □ q 国 

AUX 人力】 入力2 マウロ 

□ □ □ □ 

YSP CW スゴ ffi— ドス IJ — プ 

ff=l ff=l f?=l 


本がの STANDBY/ON キーまたは 
Lf モコンの電源キーを巧ず 

巧すたびに電源のオン/スタンバイび切り 
替わります。 


または 


電源 


STANDBY 、 

本体 



U モコン 


9 U モコンの甚本的な使い方 


本機のリモコンは、入力選択キ ー( DVD / ビデオ/チューナ ー/ テレビ/ AUX ) または YSP キーを巧 
すことによって機能び切り替わります。 〇〜包の キーは、 YSP キーを巧して U モコンを YSP 
モードに切り替えることによって有効になります。 

か-ヒント 

U モコンコードを登録した場合に操作可能になるキーについては r 本機の U モコンで外部機器を操作する」 
( 81 ぺージ)をご参照ください。リモコン〕ードび登録されている場合には、モードを切り替えることに 
よって、 〇〜©の キーでそれぞれの機器を操作することびできます。 


入力選択キ- 


YSP キ- 


0 - 


0 - 


DVD ビデオ チュ ーf- テレビ1 

a □ a al 

- AUX 1入力1 M 2 マク n 

loJo a a 

YSP CK スカモ—ドスリーフ 

-o □ □ a 

B ビーと 8 T +3 ビーム 助;一么 I 

日回回 

ステレオ タープット 

回の 

厚 

宜回 

■ スボ ー y 口 

i 10/。 J 卜…0, 

かレベル 1シ*マ阳^' 

1 

サラウンド 

CB- 

にユー 

X®- 

y も 

雪 ■ チ V ン♦ル 

间円 
因 LJ 

ma ，レビ入か n 

ロ ロ 

テレビ M 

冒 

テレビ aw 

具 


-0 

-0 

-0 

-0 


-© 


〇 ビームモードキー 
0 音場プ□グラムキー 
包 力 —ソル ( a / ▽パル)キー/巧定キー 
〇 AAC 音声を重キー 
0 音量モードキー 
©サラウンド キー 
0 メニユーキー 
©戻る キー 
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設定•操作の準備をずる 


Q テレビ画面にメニユ—を表示ずる 

本機の出力 （ ビデオ)端テとテレビの映像入力端テを接続することにより （23 ページ)、テレビ画 
面で本機のメニューを見ることびでさます。 

メニューでは、音量や入力選択されている機器名など、さまざまな情報を見たり、メニューをテ 
レビ画面上で操作して本機の設定を行ったりでさます。 

メニューび表示されるキーの機能については、表に記載の参照ページをご覧ください。 

ぶ-ヒント 

詳細設定の r メニューの表示を設定ずる（テレビ画面設定)」 （7 已ページ)で、メニュー表示に関する設定をを 
要ずることびできまず。 


1 テレビの電源を入れる 


2 テレビの映像入力切替を操作して本 
機の换像に切り替える 


3 ちの表で巧した U モコンキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



メニュー表示例 (〇 入力選択キーの 
テレビキーを押した場合） 


テレビ 

自画：アナ□グ 


ゾニユー び表示され るキー 

参照ページ 

〇 入力選択キー 

45 

〇 〇：) TruBass キー 

57 

包 ビームモードキー 

48 

〇 シネマ DSP キー 

54 

包 CH レベルキー 

80 

〇 音量十/ーキー 

47 

〇 消音キー 

47 

包 入カモードキー 

78 

包 ス u _ プキー 

58 

⑩ AAC 音声多重キー 

51 

の 音量モードキー 

56 

⑩ サラウンドキー 

52 

⑩ メニューキー 

38 
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設定の流れ 


より高精度なサラウンド 
サウンドを追ホしたい方は 

r " 詳細設定を行います。 

I 「各メニューを個別に設定する」 （63 ぺージ） 

i か-ヒント 

' -反射ビームの音びはっきり聞こえないチャンネルがある場合は 

! 「設置視聴環境を設定する」（日已ページ)および 

:「ビームの角度や長さを設定する（ビーム調整)」（日7ページ)を行います。 

：-ビーム経路上にカーテンなど吸音性の高いをのびある場合は 

i 「4惰音レベル」を設定する」（己8ぺージ)を行います。 


本機を U スニングルームの環境に合ラよラに設定します。 


' 自動設定を行います。 


, r 本機を自動設定する」 （3 己ページ） 

J 


エラーび 表示された5 

エラーメッセージを確認して問題を解ミ夫します。 

「エラーメッセージについて」 （41 ぺージ） 

エラーび 解ミ夫でさない 
方は 

手動設定を行います。 

「本機を手動設定する」（已9ページ） 


音芦を再生したり、ビームモードやシネマ DSP の設定を変更します。 

r 入力音声を再生する〜」 （4 已ページ〜） 


応用操作 


付録 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 





























本機を自動設定する 


U スニングルームの形状と大きさ、本機び設置されている場所などは、ご家庭によってさまざま 
です。本機を最適な視聴空間でご利用いただくためには、最初に各チャンネルの設定を調節する 
必要びあります。 

本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節する機能として、「ビーム調整」および r 音質調整」 
び搭載されています。「ビーム調整」とは、 U スニングルームの形状や大ささなどに応じて、各 
チャンネルのビーム角度を最適な設定値に調節する機能です。 r 音質調整」とは、 U スニングルー 
ムの音響特性などを測定し、各チャンネルの音色を最適な設定値に調節する機能です。 

本機では、付属のマイク（オプティマイヴーマイク）を使用して、この2種類の設定を自動的に調 
節することびできます。 

ぶ-ヒント 

-自動設定されたデータはメモ U - にな存することびでさます (42 ページ)。リスニングルームの状況に合 
わせてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 

- 

-お部屋の環境び1」ス ニン グルームの条件 （1 0ページ)を満たしていない場合は、測定び正しく行われない 
ことびあります。その場合は「手動設定」（己9ページ)または「詳細設定」（日3ページ)を行ってください。 

-オプティマイヴーマイクを接続する際は、延長ケーブルを使用しないでください。測定び正しく行わ 
れないことびあります。 

-自動設定機能を使用していないときは、オプティマイヴーマイクを OPTIM に ER M に端子からがして 
な管してください。 

-オプティマイヴーマイクは熱に弱いため、直射日光び当たる場所や A V 機器の上など高温になる場所に 
は置かないで < ださい。 


みオプ テイマイザーマイクを設置する 

本機前面の OPTIMIZER M に端テに付属のオプティマイヴーマイクを接続し、視聴位置に設置し 
ます。 


1 本機の電源モードをオフ（スタンパ 
イ）にずる 

電源 

または 


リモコン 




本体 


2 オプティマイザーマイクを本がの 
OPTIMIZER M に端子に接 m する 



オプティマイザーマイク 
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本機を自動設定ずる 


オブテイマイザーマイクを実擦に巧 
聴ずる位置に水平に設置ずる 

マイクは本機から2 mLU 上離し、本機の中 
む線上(本機正面）に設置してください。ま 
た、本機か日上下 ImLU 内の位置に設置し 
てください。 

付属の簡易マイクスタンドなどの台を利用 
して、なるべく視聴時の耳の高さとなる位 
置に設置して < ださい。 

ソファーの皆ちたれなど、マイクと壁の間 
に障害物びある場合には、障害物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので、障害物ではありません。 


簡易マイクスタンドの組立て方法 



差し込む 





マイク 


吕 m け上 


簡易マイク 
スタンド 


HI 


1 本機か!5 
] 上下 Im な巧 


ソファー 



み-ヒント 

オプティマイヴーマイクを本機から 2 m け内に設置 
した場合、マイクを本機の中む線上に設置してい 
ない場合、マイクと本機の中む線上との高さの差 
勇び1 m しツ上の場合は、測定エラーになることびあ 
ります。この場合はマイクを正しい場所に設置し 
なおしてか5、再度測定してください。 

オプティマイヴーマイクの位置周辺で視聴でさない 
環境下では、サラウンド効果び薄れることびありま 
ず。このよラな場合、詳細設定でお巧みのビームち 
度に設定することびでさます旧7ページ)。 

サブウーファーを接続している場合は、電源を入 
れて、音量を半分または半分よりややルさめに設 
定(図の位置）してください。ク□スオーバー/八 
イカット周波数の調節機能びある場合は、ク□ス 
オーバー/八イカット周波数を最大に設定してく 
ださい。 




サブウーファ- 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる 


ぶ-ヒント 

■ 設定の途中で前の画面に戻って逞がし直したいと 
さは、戻るキーを押してください。 

’ メニューを操作中に入力還択キーを押してしま 
し、 カーソル キーの操作びでをな<なった場合 
は、 YSP キーを1回押してください。 


電源(也/\)キーを巧して本機の電源 
をオンにずる 

サブウーファーを接続している場合は、サ 
ブウーファーの電源びオンになってし 'i るこ 
とを確認してください。 


電源 



2 YSP キーを巧す 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



3 メニューキーを巧ず 


テレビ画面にメニューび表示されます。メ 
ニューの下部の表示は操作方法を表してい 
ます。 



A 么/ ▽キーを巧して r 自動設定 J 
を選巧し、ミ夫定キーを巧す 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



• ffi を 

-トム驅+謂體 
ビーム詞曼 
言麵 


[▲]/[▼] :星巧 
ほ固：ミ夫定 



Q 測定する 

-測定中は大きなテストトーンび出力されます。ルさなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる可 
能性びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合びあります。 

-測定中はなるべく他の音を出さないよラにしてください。大さな声や音を出したりすると、最適な設 
定び行われない場合びあります。 

-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 

-測定中はお部屋の外に出ることをおすすめします。お部屋の中に残る場合は本体の真横、または後ち 
へ移動してください。 


!© OP0 B 

。〇 IGfi 
000 



lo J 。 
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本機を自動設定ずる 


么/▽キーを巧して、 r ビーム調 
壁+音質調割、 r ビーム m 整 J 、 惰質 
調整 J のいずれかを選がする 

「ビーム調整+音質調整」 

購入後、初めて設定を行ラ場合に選択しま 
す。測定開始か日完了まで約3分です。 

「ビーム調壁 J 

ご利用の環境に合わせてビームち度を設定 
する場合に選択します。測定開始か日完了 
まで約1分です。 

情質調壁」 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ S 
ングを設定する場合に選択します。測定開 
始から完了まで約2分です。 

「音質調整」はビーム角度を設定したあとで 
実行してください。ビーム角度び正しく設 
定されていない場合は、正常に測定でさま 
せん。カーテンの開閉後、またはビーム角 
度を r 詳細設定」で調節したあとなどにご使 
巧ください。 


テレビ画面に表示をれた頃目につい 
こ お部屋の環境にさねせて設定す 
る 

a / ▽キーを巧して項目を選択し、く/杉 
キーで登録したい内容を選びます。 




設置位置 


壁/コーナ ー 


就 -^ 

本機を壁1し対して 

II II 

壁にカーテンやブラインドなどがかかっているお 

平行に設置してい 


部屋では、ビーム設定び正確に行われないことび 

る場合は懼」を選 


あります。「ビーム調整+音質調整」または「ビー 

択します。 

説 

ム調整」を還択した場合、カーテンやブラインド 


鹽 

などは開けてから測定してください。 

N. 




還が力勝ね つた6、ミ夫定キーを巧す 

「ビーム調整+音質調整」を選択した場合、 

じ(下の画面び表示されます。 

「ビーム調整」を選択した場合は「設置位置」 
についての項目のみ表示されます。「音質調 
整」を選択した場合は「設定環境」および「部 
屋の響を」についての項目び表示されます。 


本機を壁に巧して 
斜めに設置してい 
る場合は r コー 
ナー」を選択しま 
す。 




測定準備 

—設置位置 . [壁]/コ-ナ - 

壁かけ設置 . [いしは】/はい 

腿魄き . [捂辑/大 

.マイクを' 本巧の正面で 
本恥して置<。 

[▲]/[▼] :頂目挪[イ/ [►] :靴 
じ細：お拒 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応田操作 


付録 
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本機を自動設定ずる 


壁かけ設置... 

本機をラックなど 
に置いてご利用の 
場合は r いいえ」を 
選択します。 


いいえ/はい 


若 


本機を壁に掛けて 
ご利用の場合は「は 
しりを選択します。 



部屋の響き . 標準/大 

一般的なお部屋の場合は「標準」を選択します。 
壁びコンク U —卜でできているなど、音の響き 
び大さなお部屋の場合は「大」を選択します。 


8 選巧び終わ0、マイクの位置を確認 
した5、巧定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。手順已で 
「ビーム調整」を選択した場合、サブウー 
ファーの測定結果は表示されません。 

また、測定中はお部屋の外に出ることをおす 
すめします。お部屋の中に残る場合は、本体 
の真横か5後ちの位置へ移動して < ださい。 
測定開始か5完了まで、最長で約3分かかります。 


その後、戻るキーを巧してメニューの初期画面 
に戻り、手順4から再度測定してください。 

測定び完了すると、な下のよラな画面び表示さ 
れます。手順巳で「ビーム調整」を選択した場合、 
サブウーファーの測定結果は表示されません。 


結果就 

ビ-ムモ -fc :5ビ-ム 
ヴブウ-ファ-:無 


欧赶：腺ずる 
お别：おミしなし) 


9 設定をち効にする場ちは決定キーを、 
無効にする場合は戻るキーを巧す 

決定キーを巧して、設定を有効にすると iU 
下の画面び表示されます。 


號び完了しました 


戻るキーを巧して、設定を無効にすると初 
期画面に戻ります。 


關關 

汚境チェック-… [ 0 K ] 

サブウ-フ7-[無] 

1け嫂に11扭しまず 
本巧の保方’をを嘴画してくださし、 


:ぶ-ヒント 

’測定中に自動設定を中止したい塌合は、戻るキー 
を押して < ださい。 

’サブウーファーから音が出力されているにもかか 
わらず「ヴブウーファー■- ■[無]」と表示され 
る場合は、サブウーファーの音量を上げてから、 
設定をやり直して<ださい。 


10 メニュー丰一を巧す 

テレビ画面からメニューび消えます。 



設定完了です。マイクをかして保管してください。 
測定結果は本機に記憶され、電源を切つても巧 
期設定値には戻りません。ただし、自動設定を 
やり直したり、手動設定や詳細設定で設定値を 
変更した場合は、設定結果び上書きされます。 



測定中の項目に従って、画面び自動的に切り替 
わります。画面にエラーメッセージび表示され 
た場合は「エラーメッセージについて」 (41 ぺ一 
ジ)を参照して問題を解みしてください。 


み-ヒント 

複数の設定結果をメモ U —に保存したり、そのデータ 
をお部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモ 
U —機能を使用ずる」 (42 ページ)をご参照ください。 
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本機を自動設定ずる 


エラーメッセージについて 

テレビ画面にエラーメッセージび表示された場合は、原因を確認し問題を解決してください。そ 
の後、戻るキーを巧してメニューの初期画面に戻り、手順4か日再度測定してください (38 ペー 
ジ)。エラーび解みできない場合は、手動設定を行ってください(已9ぺージ)。 


:環境ノイズび大をすぎます 


原因 

騒音び大きすざて、正確な測定びできません。 


対策 


エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切る 
か、それ5の機器か5離してください。 


周囲び静かな時間帯にやりなおしてみてください。 


:マイクの接続を確認して<ださい 


原因 

オプティマイヴーマイクび接続されていません。 


対策 


本機前面の OPTIMIZER M に端テにオプティマイヴーマ 
イクを接続してください。 


— E -3: 測定中に本な:操作びされました 


原因 

測定中に音量の調節、消音などの操作びされました。 


対策 


測定中は本機を操作しないでくださし、 


-4: マイクを本な:正面に置いて<ださい 


原因 

オプティマイヴーマイクび本機正面の延長線上に置かれ 
ていません。 


対策 


オプティマイザーマイクを本機正面の延長線上に設置し 
て < ださい。 


— E -5: マイクの設置位置を最ほ 2 m 離してください 


原因 

対策 

オプティマイヴーマイクび本機か 52 m 未満の場所に設 
置されています。 

オプティマイザーマイクを本磯か 52 nU ^ 上離して設置 
してください。 


エラー E -& マイクか6の音量びかさい。マイクの設置•接続を巧詔してください 

原因 

巧策 

テスト1-ーンび取得でさません。 

オプティマイザーマイクを正しく接続、設置してくださ 
い。 


応 

用 

作 


一 E -7: エラーび発生しました。再度、実巧して<ださい 


m 


原因 

本磯内部にエラーび発生しました。 


対策 


再度測定してください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 
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メモリー機能を巧用する 


〇 設定結果をメモリーに保をする 


U スニングルームの状況に応じて設定を切り替えたい場合、測定結まをメモ U —に保をしておく 
と便利です。測定結果のデータは最大3つまで保をすることびでさます。例えば、ビーム経路上 
にカーテンびある場合などは、カーテンの開閉によってビームの効果び変化します。 


力ーテンが開いている 

♦ 日 A 


カーテンが閉じている 

■f 日 A 



このような場合、力ーテンび開いている状態で r ビーム調整+音質調整」を行い、測定結果を 
r ユーヴーりに保をします。巧にカーテンび閉じている状態で「音質調整」を行い、測定結果を 
r ユーヴー2」に保をします。このよラにすると、ご使用の際に U スニングルームの状況に応じて 
設定を切り替えることびでさ、最適な環境でサラウンドサウンドびお楽しみいただけます。 



1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 




3 矢印び r メモリ ー J にあることを確認 
して、ミ夫定キーを巧す 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 
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メモリー機能を使用ずる 


</> キーを押して r ユーザー 1 J 
r ュ — ザー 2 jr ュ — ザー3 j のいずれ 
かを選択し、巧定キーを巧す 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 


メニューキーを巧ず 

テレビ画面のメニューび消えます。 


葛 





リ州-齡 

ュ-ヴ -1 な存？ 

[純：実行 


4 么/マキーを巧して r メモリー保 
巧 J を選択し、巧定キーを巧ず 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 


を5—度ミ夫定キーを巧す 

選択した項目に測定結果び登録されます。 





リ州-瞄 

ユーザー1牌中！ 


リ刑-脯 


►ユ-ヴ-1 ユ-ザ-2 

[< / [►] :飘 
じ；固：お 

n -ザ -3 


登録されると下の初期画面に戻ります。 


に 1- 

.メモリー 
.自国號 
.手国號 

■mm. 

[▲] / [▼] :鄰 
ほ赶：游 



基本操作 


応用操作 


付録 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 
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メモリー機能を使用ずる 


〇 保巧したメモリーを呼び出す 

設定したデータをメモ U — に保をした場合 (42 ページ)、そのデータを呼び出すことびでさま 
す。ご使用の際の U スニングルームの状況にあったメモ U —を呼び出して、最適な環境でサラウ 
ンドサウンドをお楽しみください。 


1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



メニ 1- 


.メモリー 
-自国說 
■聞說 
■註巧說 


[▲レ [▼] :挪 
じ规：游 


5 </>キーを巧して呼び出したい 
頂目を選おし、ミ夫定キーを巧す 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されます。 


1) メモリ-1脚し 

ュ-ザ-1巧びホし？ 




3 矢印び r メモリ ー J にあることを確認 
して、ミ夫定キーを巧ず 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



'メモリ- 

— 1) メモリ-巧び出し 
2) メモリ-牌 


【▲] / [▼] :凰 R 
【細：決ち 


6 を5—度決定キーを巧ず 

選択した項目のメモ I 」一を呼び出します。 



1) 刑-1础し 

ユ-ヴ-1巧ひ出し中！ 


呼び出しび完了すると初期画面に戻ります。 


4 巧巧び r メモ U - 呼び出し J にあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧ず 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 




7 メニューキーを巧す 

テレビ画面のメニューび消えます。 
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入力音声を再生する 


な 再生したい機器を切り替える 


テレビキー、 DVD キー、ビデオキー、チューナーキー、 AUX キーを巧すと、本機に接続したそ 
れぞれの機器の入力を選択し、音声を再生することびでさます。 


テレビチューナーを再生したい場合は 

チューナーキーを巧します。 


テレビを再生したい場合は 

テレビキーを巧します。 


AUX 端子に接続した機器を再生したい場合は 

AUX キーを巧します。 


AUX 



DVD プレーヤーを再生したい場合は 

DVD キーを巧します。 


□VD 








ビデオデッキを再生したい場合は 

ビデオキーを巧します。 


ビデオ 



ぶ-ヒント 

それぞれのキーを押してから数秒経つと、フ□ント 
パネルディスプレイに、逞択されているビームモー 
ド (48 ぺージ）と03ドプ〇グラム（巳4ぺージ)び表 
示されます。 


表示例 



遇択されている 還巧されている 

ビームモード名 DSP プ□グラムち 











































































































入力音声を再生ずる 


0 テどや D \/ D を楽しむ 


入力音声を再生する例として、ここではテレビと DVD プレーヤーの再生方法を紹介します。 

テレビや DVD プレーヤーの機能については、それぞれに付属している取扱説日月書をご参照ください。 

ぶ-ヒント 

• DVD を再生ずる場合、 DVD プレーヤーの音声設定を已 .1 チャンネルモードにすると、より豊かなサラウ 
ンドサウンドをお楽しみいただけまず。 

-リモコンコードを設定している場合は、テレビや DVD プレーヤーを本機のリモコンで操作することびで 
さます。リモコンコードの設定については81ページをご参照ください。 


テレビを再生する 


DVD プレーヤーを再生する 


1 テレビのソモコンで*房たいチサン 
ネルを選ぶ 


1 テレビの映像入力切替を操作して、 
DVD プレーヤーの映像に切0替える 


2 本機の U モコンのテレビキーを巧ず 

テレビの再生モードに切り替わります。 


テレビ 



3 テレビの スピーカーか 5音青び囲 こ 
える場さは、聞こえな < なるまでテ 
レビの ス ピーカーの音量を下げる 


かヒント 

本機とデジタル放送対応のテレビびデジタル接続され 

ている場合、な下のち法で 瓦 Ich サラウンドのデジ 
タル信号び本機に入力されている かを確認できまず。 


上記の手順で已 . 1 ch に対応しているデジタル放送を 
還局し 、 YSP キーを 押してから ビームモードキー 
(ステレオ） を 押します。 

已 . 1 ch サラウンドのデジタル信号び本機に入力され 
ている場合は、フ□ントパネルディスプレイにし U 下 
のインジケーターび点打します。 



インジケーターび点灯しない場合は、テレビのデジ 
タル出力びオンになっているかご確認ください。 


2 本機のリモコンの DVD キーを巧ず 

DVD の再生モードに切り替わります。 


DVD 



3 DVD プレーヤーで、ディスクを再をする 


かヒント 

本機と DVD プレーヤーびデジタル接続されている 

場合、しソ下のち法で 瓦1 ch サラウンドのデジタル信 
号び本機に入力されている かを確認でをます。 


上記の手順でドルビーデジタルまたは dts に対応し 
ているディスクを再生し、 YSP キーを押してから 
ビームモードキー(ステレオ）を巧します。 

已 . 1 ch サラウンドのデジタル信号び本機に入力され 
ている場合は、フ□ントパネルディスプレイにしツ下 
のインジケーターのどちらかび点灯します。 


YSP 



ステレオ 



□□ DIGITAL 
または 



インジケーターび点なしない場合は、 DVD プレー 
ヤーのデジタル出力びオンになっているかごお語く 
ださい。 
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音量を調節する 



ぶ-ヒント 

- 一2巳祀程度まで音量を上げても音声び聞こえな 
い場合は、「故障かな？と思ったら」旧7ぺージ） 
をご参照ください。 

- 「 d 回はデシベルと読み、本機では音の大きさを 
表ず単位として用いられています。最大を OdB と 
して、そこからの差を一（マイナス）で表していま 
す。 


音量 チヤンネルテレビ音 ■ 


日回回 


_消 S_ テレビスカ切»テレビ巧8 


音量を上ばるには本な:の VOLUME 
+キーまたは U モ3ンの音量+ 

丰 一 * 下げるには本 1$の VOLUME 
—キーまたは U モコンの音量ーキー 
を巧す 

な 

曰呈 


または 


-...■.VOLUME 

本体 



リモコン 


V 日 LUME (音量)調節範囲： 
OdB 〜一吕吕.曰 dB 、 MIN (最ノ」\) 


な 一時的に消音する 



消音キーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「AUDIO 
MUTE ON 」 と表示され、 VOLUME インジ 
ケーターが点滅します。 

消音 


巧 


消音を解除してちとの音量に戻ずには 

消音キーを再度巧す、または音量+/—キーを 
巧します。 


ぶ-ヒント 

r 消音のレベルを設定する」 （71 ぺージ)で、消音 
キーを巧したときに完全に音を消音するか、 20 dB 
下げるかを選択することびでさます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 


47 

























































































































ビームモードの設定を変更する 


ビームモードキーを使って、ビームモードを変更することびできます。2チヤンネルのステレオ 
モード、3ビームモード、夕ーゲットモード、已ビームモードと ST (ステレオ ）+3 ビームモード 
の2つの已 .] チヤンネルモードを、お好みで切り替えてお楽しみください。 


メニューの設定内容によっては、選択でさないビームモードちあります。下の表をご参照ください。 


ビームモード 

自動設定 r 設置位置 J 
( 39 ぺージ） 

手動設定 r 設置位置？ J 
( 60 ぺージ） 

詳細設定「設置視聴環境 1 / 3 」 
( 6 己ぺージ） 

階」 

口ーナ ー J 

r 庙/ち)〕一 
ナー北ソが 

r 庙/ち） 
コーナ ー J 

r 壁置き J 

口ーナー 
置き J 

ステレオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3ビーム 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

X 

巳ビーム 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

X 

ST +3 ビーム 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ターゲット 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



□ a □ 


5ビーム ST+3 ピーム 3ビーム 

回回回 



ffis Km き■モード 



1 YSP キーを巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



選択したいビームモードキーを巧す 

已ビーム ST+3 ビーム 3 ビーム 


1 


2 


3 


ステレオ 


ターゲット 


4 


5 


り 


Q ) 5と"ー ムモ—ド 


フ□ントち/ち、センター、サラウンド左/ちの巳チヤ 
ンネルから、ビーム化された音声を出力します。 

ビーム経路とビームび反射する壁び確なされている 
場合には、最大のサラウンド効果び得られます。 

マルチチヤンネルで記録されている映画 DVD 
の鑑質や、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネルで再生したいとさなど、サラウンド効果 
をを分に楽しみたい場合に最適です。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、壁に向けて出力 
されます。 


已ビーム 
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ビームモードの設定を変更ずる 


み ST (ステレオ )+3 ビームモード @3 ビームモード 


ステレオモードのフ□ント左/ちチヤンネルの 
音声に、ビーム化したセンターチヤンネルと 
サラウンド左/ちチヤンネルの音声を加え、已 
チヤンネルで音声を出力します。 

ライブ DVD などの鑑質に最適です。中央付近 
からはボーカルの声や楽器の音び、横からは 
会場の反射音び聞こえ、まるでステージを前 
にしているよラな臨場感を楽しむことびでき 
ます。 

サラウンド左の音声信号はフ□ント左チヤン 
ネルのビームを使って出力され、サラウンド 
ちの音声信号はフ□ントちチヤンネルのビー 
ムを使って出力されます。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置に 
向けて出力されます。 

ST+3 ビーム 


吕 


フ□ント左/ち、センターの3チヤンネルから 
音声を出力します。 

フ□ントビームだけを出力することによって 
音のスイートスポットび広びるため、広い範 
囲で良好なサラウンド感を得ることびできま 
す。ご家族で一緒に映画を見るときなどに最 
適です。 

マルチチヤンネルソースの場合、サラウンド 
左チヤンネルの音声はフ□ント左チヤンネル 
にミックスしてフ□ント左チヤンネルのビー 
ムで出力します。 

また、サラウンドちチヤンネルの音声はフロ 
ントちチヤンネルにミックスしてフ□ントち 
チヤンネルのビームで出力します。 

これにセンターチヤンネルのビームを加え、3 
つのビームで音声を出力します。 

3 ビーム 




3 






壁と並行に設置 
している場合 



部屋の コーナーに 設置 
している場合 




ぶ-ヒント 

詳細設定で「フロント左/ちチヤンネルの位置を調節 
する （ Lch / Rch 位置調整)」（日9ぺージ)を巧うと、 
よりつなびりのあるサラウンド感び得られます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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ビームモードの設定を変更ずる 


〇 ステレオモード 

フ□ント左/ちの2チヤンネルか日、ビーム化 
しない通常の音声を出力します。 

CD などの八イフアイステレオソースの再生に 
最適です。また、通常のテレビのスピーカー 
の代わりとしてちご利用いただけます。 

マルチチヤンネルソースの場合は、フ□ント 
左/ちチヤンネル L ソ外の音声をフ□ント左/ち 
チヤンネルにミックスして、フ□ント左/ち 
チヤンネルから出力します。 






ぶ-ヒント 

ステレオモードを還択しているとをには、サラウン 
ドモード(已2ぺージ)、シネマ DSP (54 ぺージ)の 
機能は無効です。 

〇 夕ーグッ トモ—ド 


また、角度を調節することにより、キッチン 
など離れた位置からでちセ I 」フなどを明瞭に 
聞さ取ることびでさます。 



フ□ントパネルディスプレイに 「TARGET 
MOD 曰と表示されている間に、く/^キーを 
巧すと、ビームの角度を調節でさます。 

<1キーを巧すたびに左ち向へ角度び大きくなり、！> 
キーを巧すたびにちち向へ角度び大きくなります。 

操作をしない状態で数秒経つと、角度調節 
モードび終了します。 




ビーム化された音声を1チヤンネルで出力します。 

深夜に視聴する場合など、周囲に音を響かせ 
たくないとさに最適です。 



角度(水平方向)調節範囲： 

左9ぴ〜ち9ぴ 

か-ヒント 

'ターゲットモードを選巧しているとをには、ヴラウ 
ンドモード(己2ぺージ)、シネマ DSP (巳4ぺ_ 

ジ)、 TruBass (己7ぺージ)の機能は無効でず。ま 
た、サブウーファーか5は音声び出力されません。 

' ナイトリスニング/テレビ音量一定モード(巳6 
ページ)と併用すると、より効果的に音声を出力 
でさる場合びあります。 


已〇 






















































































サラウンド再をを楽しむ 


〇 内蔵デコーダーとインジケーター表示 


本機では、内蔵したデコーダーにより、な下のようなさまざまなソースを楽しむことびでをます。 

入力している音声信号は自動的に選択され、じ(下のよラにフ□ントパネルディスプレイのインジ 
ケーターび点灯します。 


'mm 

インジケーター表示 

BS / CS / 地上デジタル放送を入力している 

AAC 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重放送を入力している 

DUAL 

PCM 信号を入力している 

PCM 

DTS デジタル信号を入力している、または 

DTS Neo ;6 を選択している 

cits 

ドルビーデジタル信号を入力している 

皿 DIGITAL 

ドルビープ□□ジックを選巧している 

□□PL 

ドルビープ□□ジック II を選択している 

□□PLE 


ぶ-ヒント 

-「音声信号の種類を選ぶ」 （78 ページ)で、入力音声信号を選択することびでさます。 

. DTS - ES 対応のディスクは DTS で再生され、ドルビーデジタル已.]£乂巧応のディスクはドルビーデジタ 
ルで再生されます。 

み AAC 信号の音声を重を切り替える 

本機では、 BS / 地上デジタル放送の映画、ドラマなどで使われている AAC 信号の音声入力時に、 
どの音声を出力するか選ぶことびでさます。 


本 

機 

に 

二) 

い 

て 


謹 


{ 


準 

備 

ず 

る 


{ 



応 

用 

ik 

作 


Y8P C*3 スカモードスリーフ 

□ 口 〇 口 

5ビーム ST+3 ビーム _3ビーム 

回回日 

ステレオ ターゲット AACg 声 

回回日 

9 * RB sa モード 

口 回 L±J 


スボージ オフ 

I 10/0 II |lI/+10J 



1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 




已1 










































サラウンド再生を楽しむ 


2 ソモつンの AAC 急を夕重キーを繰0 
返し巧ず、または AAC 音青を重キー 
を巧してか5心/▽キーを巧す 


AAC 音声を重 




主音声のみを出力しまず。 


副音声のみを出力します。 



主音声と副音声の両方を出力します。 



0)2 チヤンネルソースをサラウンドで楽しむ 

本機では、2チヤンネルソース(アナ□グソースや CD など）をデコードし、最大已 .] チヤンネルで 
再生することびできます。また、サラウンドモードを切り替えることによって、さまざまなサラ 
ウンド効果を楽しむことびでさます。 

ぶ-ヒント 

サラウンドモードの切替は3ビーム/巳ビーム /ST+3 ビームモード (48 ぺージ)び選択されていて、シネマ 
DSP (已4ページ)び映画/オフのとをにのみち効です。 



1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 U モコンのサラウンドキーを繰り返 
し巧ず、またはサラ ウン ドキーを巧 
しでかちづ />キーを巧す 


サラウンド 



または 


サラウンド 






己2 












































サラウンド再生を楽しむ 


シネマ DSP びオフのとさの表示例 


還択できるサラウンドモードとおすすめのソース 



サラウン 

巧ード 

おすすめの ソース 

ドルビー 
プ□□ジック 

— 

すべての ソース 

ドルビー 

Movie 

映画 

プ□□ジック II 

*Music 

音楽 


で am 白 

ゲーム 

DTS Neo :6 

Cinema 

映画 


*Music 

音楽 


:シネマ DSP がオフ(日日べージ)のとさにのみち効でず。 


サラウンドモードのパラメーターを 変更す る 

サラウンドモードでドルビープ□□ジック II Music または DTS Neo : 己 Music を選択している場 
合は、ソースにあわせてサウンドをアレンジすることびでさます。 


心/マキーを 巧して、 パラメー 
夕一を還がする 




2 <\ /りキーを巧して、設定値を変更する 

選択でさるノ（ラメーターと変更できる設定 
値は;欠のとおりです。 




PANORAMA(PLII Music 選巧時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。サ 
ラウンド音場につなびるよラな広びり感を 
得ることびできます。 


DIMENSION(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場とサラウンド音場レベルを好 
みのバランスにすることびでさます。 
一にするとサラウンド側、+にするとフロ 
ント側び強くなります。 

巧変範囲： 一3〜 STD 〜+3 
初期設定 ： STD 

CT WIDTH(PLII Music 選択時） 

センターからの音声を左ちに振り分けること 
びでさます。 

0にするとセンターのみ、7にするとフ□ント 
L / R のみか5センター音声び出力されます。 

巧変範囲：〇〜7 
初期設定：3 

C. IMAGE(DTS Neo : 己 Music 選巧時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。 
値をルさくするとフ□ント音場の広びりび 
大きくなり、大きくすると狭く（センター 
への定位び強 く）なります。 


選択項目： ON、OFF 

巧 変範囲： 日.日〜 1 .日 

初期設定： OFF 

初期設定：日.3 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 


己3 
































シネ 7 DSP について 


シネマ DSP とは、世界の著名なコンサートホールや劇場などで測定したデータに基づく音場宿 
の広びり）技術を応用することにより、ご家庭で映画館のような視聴体験を実現する機能のこと 
です。ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビープ□□ジックのシステムと組み合わせて、音のスケー 
ルや奥行さ、音量感を補います。 

ぶ-ヒント 

. ビームモード (48 ぺージ)び「ステレオモード」または r 夕ーゲットモード」に設定されているとさには、シ 
ネマ DSP の機能は無効です。 


YSP _(♦)_ 入カモードスリープ 

〇回 a a 



ffiR tm 

lD lu 

ス巧ージ オフ 

I lO/D j |l 1/+… j 
CH レべ Jl 

o 



O 音楽ブロクラム 


YSP キーを押してから、音楽キーを押します。 



MUS に (5 ュージック） 

□ックやジャズなどのライブコンサート会場の臨場 
感をつくりだします。映像/音場空間びスク1」ーン 
周囲に大きく広びり、熱狂的な雰囲気を感じること 
びでをます。 


〇 映画プログラム 


YSP キーを巧してから、映画キーを押します。 


YSP 映画 



MOVIE (ムービー） 

セリフと音場効果音び明瞭に描を分けられ、広大な 
映画空間を演出します。高度な技術を駆使したドル 
ビーステレオ、ドルビーデジタル、 DTS ソフトま 
で、映画の世界をお楽しみいただけます。 


已4 


















































シネ 7DSP について 


みスポーップログラム 


YSP キーを 巧してか 5、スポーツキーを 巧します。 

YSP スポーツ 


10 / 0 ^ 





_ 





=; 


SPORTS (スポーッ） 

スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央に定 
位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大きく広びっ 
て、スポーツ観戦の醒酬はをはわラことびでをま 
す。 


9 エフェクトレペルを調節する な シネマ DSP をオフにする 


ち DSP プ□グラムは初期設定のままで十分お楽 
しみいただけますび、ソースやリスニングルーム 
の音響にあわせて DSP プ□グラムのエフェクト 
レベル(音場効果のかかり具合)を変更でさます。 

1 調節したいプログラムを選択する 






フ a ン《ネルデイスプレイに 
mSP LEVEL .• OdBJ と表示され 
ている間に<1 />丰一を巧す 




レベル調節範囲： 

-日祀(効果を弱く）〜+己祀劇まを強く） 


音場効果をかけずに元の音で再生したい場合 
は、シネマ DSP をオフにします。 

1 YSP キーを f 甲す 

YSP モードに切り替わります。 

YSP 


2 オフキーを巧ず 


オフ 


1 l/+ie 


本摇について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 


己已 

















































































その他の機能 


〇 音量を抑えてサラウンドを楽しむ(音量モード) 


ナイト U スニングモードとテレビ音量一定モードを合わせて音量モードといい、音量モードキー 
で切替びでさます。ナイト U スニングモードとは、夜間にル音量で映画や音楽を楽しみたいとさ 
に、大きな効果音などを抑えてセ U フなどは明瞭に再生する機能です。テレビ音量一定モードと 
は、テレビを再生中、 CM などで急に音量び大さくなるのを防ぐ機能です。 

ナイト U スニングモードには、映画再生に適した CINEMA モードと音楽再生に適した MUS にモー 
ドび用意されています。 再生するソースにあわせてサラウンドモードを選択してください。 


YSP C*) 入カモードス U- プ 

a □ □ □ 

5ピーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ、 夕ーゲット 

回回回 

ffiK KB M モード 

CiJ 日山 

ス巧ーツ オフ サラウンド 

II …の]|[ 1 吕 1 


くル シネ >DSP メニ 



1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 U モコンの音量モードキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに現在設定さ 
れているモードび表示されます。 


音量モード 



3 音量モードキーを繰り返し巧して、 
モードを還がする 


音量モードで再生している間は、フ□ント 
ノてネルディスプレイの N に HT インジケー 
ターが点灯します。 

音量モード \ I / 

仁9攻 - N に… - 



(ナイトリスニングモード： 
映画用） 

(ナイトリスニングモード： 
音楽用） 

(テレビ音量一定モード） 
(オフ） 


4 各モードび表示をれている聞に 
<\ /^>丰一を巧す 

エフェクトレべル(音を抑えるレベル）を選 
ぶことびでさます。 



tf すを ct.sLvi ° niN (弱めに抑える） 

n 

…—.も .. 7 » M 7 卜 / 4 m S ス、 

iZT T だ L. L. S L-V i S 門 i i-s U まとぶく • 训え々 J 

U 

. も / . . J » ;けわ！..-- f— む 一 I — 4け| — ，、 

r r だ ;.. ' s s— V i 。 riMr, (強めし抑スる） 


み-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを巧くと、音量モードは 
解除されまず。 


己巨 



































その他の機能 


Q 低音を効果的に巧をずる ( TruBass ) 

ほ音域の信号を効果的に出力します。サブウーファーびない場合でちほ音を効かせて再生するこ 
とびでさます。 

TruBass の低音は振動び伝わりにくいため、近隣への低音巧書を低減することちでさます。 

ぶ-ヒント 

ビームモードび r 夕ーゲットモード」（已□ぺージ）に設定されているときには、 TruBass の機能は無効です。 

T ruBass を解除ずるロホ 

C *) TruBass キーを巧して、フ□ントパネル 
ディスプレイに 「TruBass OFF 」 と表示させま 
す。 


1 … TruBass キーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在の設定 
(オンまたはオフ）び表示されます。 

(•) 


2 c *) TruBass キーを巧して、 

つ〇ント J 《ネルデイスプレイに 
rTruBass 0/\ U と表巧させる 


(：•) 



(：•) 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応田操作 


付録 


已7 






















































その他の機能 


( D - 定時間繳こ自動的にスタンパイが態にする(ス LI — プタイマー) 

一定時間び経過すると、自動的に電源びスタンバイ状態になるよラに設定します。本機で音声を 
聴さなび日おやすみになりたい場合などに便利です。 


AUX 入力1 乂力3 マク〇 

□ a 日 D 

YSP 入カモードス U- プ 

□ I □己〇 



ス U —プタイマーを設定ずるには 


1 U モコンのスりープキーを繰0返し 
巧す 

スタンバイ状態になるまでの時間びじ(下の 
よラに切り替わります。選択している間は 
SLEEP インジケーターび点滅します。 



2 しば6<の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび点灯に変わり、 
ス I 」ープタイマーび設定されます。 

\ I / 

— SLEEP — 


スリープタイマーを解除ずるには 

ス U —プタイマーを設定したあとに設定を解 
除したい場合です。 

1 U モコンのスリープキーを繰0返し 
巧して、 fOFFj を選巧ずる 


スリープ 



2 しばら< の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび消灯し、設定び 
解除されます。 

SLEEP 

消な 

み-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードを巧くと、ス U —プタイ 
マーは解除されます。 


已8 































本機を手動設定ずる 


自動設定 (36 ページ)で測定びできず、エラーび解決できない場合は、手動で本機を設定するこ 
とびでさます。 

か-ヒント 

-自動設定されたデータはメモ1」一に保存することびでさます (42 ページ)。 

-視聴環境によっては、十分なサラウンド感び得られない場合びありまず。その場合は「詳細設定」（日3ペー 
ジ)を行ってください。 


么/▽キーを巧して、手動設定を 
選がし、巧定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。 



か-ヒント 

-設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいと 
さは、戻るキーを押してくださし、。 

-メニューを操作中に入力選択キーを巧してしま 
し、 カーソル キーの操作びでをなくなった場合 
は、 YSP キーを1回押してください。 


YSP キーを 巧す 

YSP モードに切り替わります。 

YSP 


メニューを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。 




4 をラー度ミ夫定キーを巧す 

部屋の形状を選択する画面び表示されま 
す。く / ^キーで「正方形」と「長方形」の切 
曾ができます。 



メニユー 

巧 


1 W? 



1 W? 




正ちお 




鼠お 


イ /[►] :部 
夕ち]:巧定 



M/W :郎 
巧茵：總 




YSP (■) 入カモードス IJ- プ 

a a □ a 

_5ビーム ST+3 ビーム _3ビーム 

日回回 

ステレオ ターゲット AAC 舌@を重 

QD lO LLJ 

WK MB 

回回 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 


己9 
















































本機を手動設定ずる 


5 く/>キーを巧して*謀をしたい巧 
目を觀只する 


正方お 

1」 スニングルームび 正方形 
に近い場合は r 正方形」を還 
択します。 


長方形 —； —— ；—— 

1」 スニングルームび 長方 

おに近い場合は「長方形」 潑 

を選択します。 

ぶ-ヒント 

例1のよラに巧状び変則的な場合や、例2のよラに 
本機び壁からはなれた場所にある場合は、図のよラ 
に仮想的な形状を想定して < ださい。 

例1の場合は、長ち形に近いので r 長ちあ」を選択し 
ふ 〇 





例 1 



例2の場をは、正方形に近いので r 正方形」を選択し 
ます。 


例 2 


6 決定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「1部屋お状？」は、手順已で選択した 
項目に変わっています。 



■闆關 

♦ 正ちお 
一2設置位置？ 

3 


[游]:離位置の觀へ 


7 矢印び巧設置位置？ J にあること 
を確認して、巧定キーを巧ず 

「部屋形状」で「正方形」を選択した場合、 
「左」、「中央」、「ち」、「コーナー」の項目び 
表示されます。 

「長方形」を選択した場合、「長辺左」、「長 
辺中央」、「長辺ち」、「ちコーナー」、「左 
コーナー」、「短辺左」、「短辺中央」、「短辺 
ち」の項目び表示されます。 


r 正方形 J を還巧した場合の 
表示例 



r 長方お J を還択した場合の 
表示例 


2 iili ? 
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本機を手動設定ずる 


< / \>キーを巧して、実擦の本機の 
設置位置ともごとも近し、項目を選が 
し、巧定キーを巧ず 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「2設置位置？」は、選択した項目に変 
わつています。 


10 く/!>キーをかしで* y スニング 
ルームの大まさにをっとも近い頃目 
を選巧し、ミ夫定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「3部屋のにさ」は、選択した項目に変 
わっています。 









矢印び巧部屋のにさにあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧ず 

r 部屋形状」で「正方形」を選択した場合、 
r ル(己-10畳)」、「中 （1 ]-1已畳)」、「大 
(1 巨-2□畳)」の正方あび表示されます。 
r 長方形」を選択した場合、「ル(己-10 
畳)」、「中（1]-1已畳)」、「大 （1 己-20畳)」 
の長方おび表示されます。 


11 矢印び W 設定 OK リにあること 
を確認して、ミ夫定キーを巧ず 

じ(下のよラな画面び表示されます。 



開 0 K ? 

岡關剧呆巧？ 
►はい し、しほ 


[イ / [►] ： 2 
じ細：お 


r 正方お J を選択した場合の 
表示例 



3部屋〇阮？ 


中 

1卜1强 


ィ]/ [►] : S ? 

細：ま是 



r 長ち形 J を選択した場合の 
表示例 


3部屋(〇阮？ 


中 

1卜15畳 


[イ/ [►] :鄭 
议赶：決定 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を手動設定ずる 


12 づ/>丰一を巧して*鼓ぞを育■巧 
にするか無効にするかを選 f 尺し、巧 
定キーを巧す 



13 メニューキーを巧して設定を終 
了ずる 

テレビ画面からメニューび消えます。 



か-ヒント 

設定結果をメモ U —に保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモリー 
機能を使用する」 （42 ページ)をご参照ください。 




r はい」を選択すると LU 下のような画面び表 
示されます。設定び有効になると、初期画 
面に戻ります。 


4設定 0 K ? 

デ-ク贿中 
錦ち"ない 


r いいえ」を選択すると設定び無効になり、 
初期画面に戻ります。 
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各メニューを個別に設定ずる 


自動設定や手動設定で調節されたサラウンドサウンドをお好みに合わせて変更したり、その他の 
各種設定を行ラことびでさます。 

お 羊細設定メニュ --m 

詳細設定では、本機の性能をより引さ出してお使いいただくことびでさます。自動設定で十分に 
U アルサラウンドヴウンドをお楽しみいただくことびできますび、さらに高精度で高品質のサラ 
ウンドサウンドを追巧するには、詳細設定におすすみください。詳細設定は、じ(下のよラに用 
途、機能別に4つのカテゴ U —に分類されています。 

み-ヒント 

自動設をされたデータはメモ1」一にな存することびでさます (42 ページ)。1」スニングルームの状況に合ね 
せてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 


サウンド設定 

1ンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

70 

ビームレベル 

各チヤンネルの出カレベルを調節します。 

70 

ヴブゥーファー設定 

サブウーファーに関するいろいろな設定をし 
ます。 

71 

消音レベル 

消音にしたとさの音量を設定します。 

71 

映像と音声のタイ S 
ング調節 

音声出力のタイミングび映像と一致するよう 
調節します。 

72 

巧四お 

己又直おて巧 

本機の設置環境を設定します。 

72 

DD / DTS ダイナ 

S ックレンジ圧縮 

ダイナミックレンジの設定をします。 

72 

ビーム設定 

設置視聴環境 

U スニングルームでの本機の位置を設定します。 

66 

ビーム調整 

ビームの指向性に関する設定をします。 

67 

Lch / Rch 位置調整 

フ□ント左ちチヤンネルの定位を調節します。 

69 

入力設定 

入力端子設定 

音声入力端テの設定を変更します。 

73 

入力信号デコード 

電源をオンにしたとさの入力の設定をします。 

74 

入カレベル調整 

端子ごとに入カレベルを設定します。 

74 

表示設定 

本体表お設定 

フ□ントディスプレイの表示の明るさを設定 
します。 

75 

テレビ画面設定 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
する設定をします。 

75 


本 

機 

に 

二) 

い 

て 


謹 


続 

ず 

る 


準 

備 

ず 

る 


定 

ず 

る 


i 



fi 


63 







































をメニューを個別に設定ずる 


〇 詳細設定メニュ-の操作手順 

詳細設定メニューの操作について説明します。メニューの各項目の詳細については、己己ページ 
〜7已ページをご覧ください。 


YSP C*) 入カモードスリープ 

a □ □ □ 

5ピーム ST+3 ビーム 3ビーム 



ぶ-ヒント 

メニューを操作中に入力逞択キーを押してしまい、 
カーソルキーの操作びでをなくなった場合は 、 YSP 
キーを]回押して<ださい。 


1 YSP キーを巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



メこ 1 - 

—.メモリー 
.自動號 
•手動設定 
■劍設定 

[▲] / [▼] :翻 
[細：游 


3 么/ ▽キーを巧して、詳細設定を 
選がし、巧定キーを巧す 

テレビにじ(下のような画面び表示されます。 


■欄關 

、1ヴごンド號 
2ピ-ム關 
3入媳定 
4表禪定 

[▲]/[▼] :星巧 
ほ固：ミ夫定 



4 心/▽キーを巧して、設定したい 
頂巨びあるタニュ -を還ぶ 






5 決定キーを巧す 

選択したメニュー内の項目び表示されます。 



表示例：手順4で 
ビーム設定を選んだ場合 


2トム設定 

一 A ) 設飄臟境 
B ) ビ-ム體 
0 Lch / Rch 位置 ll 養 

[▲]/[▼]: 項目融 
[細：決ち 
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さメニューを個別に設定する 


6 么/ ▽キーを巧して、設定したし) 
頃目を選ぶ 



7 巧定キーを巧ず 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設 
定び表示されます。 

項目によっては、 a / ▽キーでサブメ 
ニューを選びます。 



8 <1 /\>キーを巧して、設定を調節、を 
更ずる 

設定を確定するには、決定キーを巧しま 
す。前の表示に戻るには、戻るキーを巧し 
よ^ 〇 



9 メニューキーを巧して、設定を終了 
する 

テレビ画面からメニューび消えます。 



ぶ-ヒント 

設定結果をメモ IJ 一にな存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は r メモ U- 
機能を使用する」 （42 ページ)をご参照ください。 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 


巨已 



























をメニューを個別に設定ずる 


©と一 厶を黨をする 


本機から出力されているビームに関するさまざまな設定を行います。 


(メニュ ー- ►詳細設定ービーム設定) 


2トム關 

一 A ) 設飄臟境 
B ) ビ-ム體 
0 Lch / Rch 位置語整 


齡:疆涵 


設置視聴環境を設定する 

U スニン グルームでの本機の位置や、本機から U 
スニン グポジションまでの距離を設定します。 

-「設置視聴環境」の設定を変更すると、自動設 
定で調節されたビームに関するデータび失わ 
れます。自動設定で調節されたビームのデー 
夕を生かした状態で、さらに調節を加えたい 
場合は r ビームの角度や長さを設定する（ビー 
ム調整)」から設をを行ってください。 

-「設置視聴環境」のさ項目の値を変更するたび 
に r ビーム調整」の項目で、設定び自動的に適 
切な値へ変更されます。 


み-ヒント 

手動設定の実行により、各項目の初期設定値は 
自動的に設定されています。 


r 壁置き J 

I i 


壁と並行に設置 



2 設置視聴環境2/3を設定する 

1」スニングルームの長さと幅を設定します。 


「壁置さ J の場合 「コーナー置を」の場合 


Mill 2/3 



A ) 1112/3 



巧 

1 

• — j — [ 5, 8 m ] --• 
3. 3 m 




辦* -4, 8 m - • 

卜 3 m ] 
i 


[▲]/[▼]: 項目靴[イ / [►] : 
は赶：择了 

醒 


[▲]/〔▼]:頂目挪【イ /[►]: 體 
ほ茵：約 


巧変範囲： 2.0 m 〜] 2.0 m 

「本体設置位置」を r 壁置 
さ」に設定した場合は 、 U 
スニングルームの幅と本 
機か日後方までの長さを 
設定します。 



1 設置視聴環境1/3の r 本体設置位置」を設 
定する 

本機の設置状態を設定します。 


A ) 1111/3 

-本腮留强 . 壁置き 


齡堪^®®* 


選択項目：壁置さ、コーナー置さ 
初期設定：壁置さ 


「〕ーナー置き」に設定し 
た場合は、 I 」スニングポ 
ジシヨンの左側前方の壁 
の長さとち側前方の壁の 
長さを設定します。 



3 設置視聴環境3/3を設定する 

本機前面か日視聴位置までの距離や、本機の 
中むから左側の壁までの距離を設定します。 


巨巨 












































各メニューを個別に設定ずる 


r 壁置さ」の場合 


A ) 1113/3 



回 


1, 5 m [ 1 . 5 m ] 

【▲]/[▼]:刖飘[イ/ [►] :誕 
议赶ぶ了 


「コーナー置さ J の場合 

AllKi 3/3 


% 


[▲]/[▼]: 項目觀[ィ/ [►] :調薑 
[細ぶ了 


本機から視聴位置までの可変範囲： 
2. 日 m 〜目 . Om 

本機か日左側の壁までの可変範囲： 
日.目 m 〜 1].4 m 


2.0 m 〜 
9.0 m 


r 壁置さ J 場合のみ 



ビームの角度や長さを設定する 
(ビーム調整） 

ビームの指向性に関する設定を行います。 


B ) トム醒 

a ) 細度 

b ) トム觸長 

C) 護强 
d ) 請レベル 

W / [Tl :頃目哪 
网因：賊 


か-ヒント 

自動設定または手動設をの実行や、詳細設定 r 設 
置視聴環境」の設定により、さ項目の初期設を値 
は自動的に設定されています （r 焦点距離」の「セン 
夕一」は除ぐ）。 

ビームモード (48 ぺージ)の設定により、設定で 
きないチヤンネルは r ——」と表示されます。 


1 い}<平角度」を設定する 

自動的に出力されるテストトーンを聴きなび 
ら、ビームの水平方向の角度をチヤンネルご 
とに調節します。 


a け平自度1/5 

左 liijsl ち 

9日 g I 9 Qg 

フ□ント左 I 

を50度 

0 度 

[▲]/[▼]; 項目靴[イ /[►]: 體 
欧固：终了 


左ち向に調節すると音が出力されるち向は左 
方向へ移動し、ちち向に調節するとち方向へ 
移動します。 

これによって ビームの 経路び移動し、 ビーム 
のち向を最適化することがでさます。 

フ□ント左/ち 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

センター 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

サラウンド左/ち 

巧変範囲：左9□度〜ち9□度 



(+) 

(-) 


L 「ビーム経路長」を設定する 

それぞれのチヤンネルのビームが、出力され 
てから壁にはね返ってリスニングポジション 
に到達するまでの距離を設定します。 


りトム雛長 


5 ビーム 


—フ□ントち- 

フ□ントち . S . Dm 

センター .2.5 m 

サラウンドを .5.1 m 

サラウンドち . 9, 5 m 

[▲レ [▼]; 項目鮮？[イ /[►]: 體 
ほ固：婷了 


本機について 


設置.接続する 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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d ) 局音レベル 

—フ□ントち . 

フ□ントち . 

センター . 

サラウンド £•••• 
サラウンドち •••• 


c)l« 

—フロント左... 
つ□ントち ••• 
センター.... 
ヴラウンド左 •• 
ヴラウンドち •• 


[▲] / [T] : UR [<] / [►] :レベル驅 
は赶：择了 


[▲レ [▼] :舶挪[イ /[►]: 驅 
じ細：轻了 


例 


フ□ントちチヤンネル センターチヤンネル 



ち図では、矢印の長さがビーム 
の経路長を表していまず。 



4 r 高音レベル」を設定する 

高音域の指向性を各チャンネルごとに調節します。 


3 r 焦点距離」を設定する 

本機の前面の中むか日各チヤンネ j レの音の焦 
点までの距離を設定します。 


一（マイナス)方向に設定すると音び広びり、 
+( プラス)方向にすると定位び得日れます。 

センターチヤンネルについては、初期設定 
(一0.已がでの使用をおすすめします。 


カーテンなどに音び吸収され、ビームの反射 
びルさくなってしまラときに、高音域のレべ 
ルを上げることにより、それを補正します。 

数値び上びるほど、ビームの反射び大さくなります。 

フ□ント左/ち 

巧変範囲： 一] 2.0 dB 〜 +] 2.0 dB 

センター 

巧変範囲： 一] 2.0 dB 〜 +] 2.0 dB 
初期設定： OdB 

サラウンド左/ち 

巧変範囲： 一] 2.0 dB 〜 +] 2.0 dB 


調節しないとを 


フ□ントちチヤンネルの 
レベルを上げたとさの 
イメージ 




フ□ント左/ち 

巧変範囲： 0.3 m 〜 24.0 m 

センター 

巧変範囲： 0.3 m 〜 24.0 m 
サラウンド左/ち 
巧変範囲： 0.3 m 〜 24.0 m 


フ□ント左/ち 


巧変範囲： 

—1 .日 m 。 

-+ ] 3 .日 m 

センター 

巧変範囲： 

—1 .日 m 。 

-+ ] 3.0 m 

巧期設定: 

-日.日 m 


サラウンド左/ち 


巧変範囲： 

—1 .日 m 。 

-+ ] 3.0 m 


をメニューを個別に設定ずる 


d d d d d 


ム m m m m m 
_ 3 0 5 7 2 

+ + I + + 
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さメニューを個別に設定ずる 


フ□ント左/ちチヤンネルの位置を調 
節する （ Lch / Rch 位置調整） 

フ□ント左/ちチヤンネル用の音声信号を、セ 
ンターチヤンネルにも振り分けることによつ 
て、フ□ント左/ちチヤンネルの音声び聞こえ 
てくる方向を調節します。 


C)Lch/Rch|iii 

►オフ オン 


[▲]/[▼]: 朋鄰[イ/ [►] :調薑 
[細ぶ了 


U スニングポジションびリスニングルームの 
中むから極端にずれている場合など、左ちで 
音の聞こえてくる方向び不自然な場合にご利 
用ください。 

3 ビーム モー ドまたは已 ビーム モー ドに設定し 
ているときのみ調節することびできます。 

選択項目：オン、オフ 
初期設定：オフ 


表示例： 

オンに設定した場さ 

OLch/Rchlili 

— オフ ►オン 
左 中ち 

I .▲. I 

左 . 0 % 

ち . 0 % 

[A] / [T] : S 目飘[イ / [►] :驢 
议定]ぶ了 


1 r を」を設定する 

左側から聞こえてくる音の方向を調節しま 
す。 

設定値饼)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 


調節しないとを 


フ□ント左チヤンネルを 
調節したとさのイメージ 




Z r ち」を設定する 

ち側から聞こえてくる音のち向を調節しま 
す。 

設定値(％)が上がるほどセンターから音が聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 


調節しないとさ 


フロントちチヤンネルを 
調節したとさのイメージ 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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をメニューを個別に設定ずる 


〇 音声出力を設定ずる 

音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定をします。 


(メニュ ー- ►詳細設定ーヴウンド設定) 


1サウン隅定 

— A ) 卜ーンコント□-ル 
B ) ビー ムレべル 
0サ乃-フ7-號 

D ) 網レベル 

E ) 映留と話のタイミンク離 

F ) 岂置願 

G ) DD / DTS ダイナミックレンジ圧巧 
[▲レ [▼] :這巧 

じ細：ミ視 


高音域とお音域の出カレベルを設定す 
る（卜ーンコント □ — J レ） 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

A ) トン]ントトル 

- + 

—音音 . 0 d B . II . 

. 0 d B . II . 

1 r 高音」を調節する 

高音域の音色を調節します。 

巧変範囲：一] 2.□服〜十] 2.□服 
初期設定： OdB 

2 r 低音」を調節する 

低音域の音色を調節します。 

巧変範囲：-] 2.□服〜+ ] 2.0 dB 
初期設定： OdB 


ビームの音量レベルを設定する 
(ビームレべル） 

各チヤンネルのビームの音量レベルを調節し 
て、バランスを整えます。 


かヒント 

I自動設定または手動設定の実行や、詳細設定 r 設 
置視聴環境」の設定により、各項目の初期設定値 
は自動的に設定されていまず。 

己つのビームモードそれぞれにチヤンネルごとの音 
量調節びできます。還択でさないチヤンネルは「無 
し」と表示されまず。 

’ビームモー ドび 「ST+3 ビームモー ド」または「ステ 
レオモード」の場合、フロント左/ちチヤンネルは 
ビームで出力されないため、調節でさません。 
「ST+3 ビームモード」び選択されている場合、フ 
□ント左/ちチヤンネルの音量は、センターチヤン 
ネルの 音量に合わせて、自動的に調節されます。 


B ) トムレベル 


，フ□ントち 
センター 


+ 

サラウンド左 
サラウンドち 

1 


* 出力 

フ□ントち 

フ□ントち 

巧ード： 

5 ビーム 


[▲] / [▼] : U 
峽茵；漉 

g [ィ /[►] 

:レペル驅 


フ□ントち、センター、サラウンド左、サブ 
ウーファーの各チヤンネルの音量レベルを設 
定する際には、フ□ント左チヤンネルおよび 
選択したチヤンネルの2つか5、テスト!-ーン 
び交互に出力されます。 

サラウンドちチヤンネルの音量レベルを設定 
する際には、サラウンド左チヤンネルおよび 
サラウンドちチヤンネルの2つか5、テスト 
I ーンび交互に出力されます。 

フ□ント左チヤンネルまたはサラウンド左 
チヤンネルにあわせて、その他のチヤンネル 
の音量レベルを調節してください。 

巧変範囲： 一] O . OdB 〜 +] O.OdB 
初期設定： OdB 
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各メニューを個別に設定ずる 


サブウーファーの設定をする 

ヴブウーファーについて、さまざまな設定を 
します。 

[ C けブトファ-調 1 


—バスお力 . フ□ント 

ク□スオーバー . 1 OOHz 

LFE レベル . OdB 

翻! .3. Om 


[▲レ [▼]; 即鮮？ M / W : 號 
ほ围：终了 

1 「バス出力」を設定する 

サブウーファーと本機のどちらか日低音成分 
を出力するかを設定します。 

選択項目：サブウーファー、フロント 
初期設定：フ□ント 

r サブウーファー」：本機に接続したサブウー 
ファーか日低音成分を出力します。 

r フ□ント」：本機か日低音成分を出力しま 
す。 

2 「ク□スオーバー」を設定する 

「バス出力」を r サブウーファー」に設定してい 
るとさに、サブウーファーに出力する低音成 
分の周波数の上限を設定します。設定した周 
波数 LU 下の低音成分びサブウーファーに出力 
されます。 

選択項目： 80 Hz 、 1 OOHz 、] 20 Hz 
初期設定：1 OOHz 

3 「 LFE レベル」を設定する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に 
含まれている LFE (低域効果音)の音量を調節し 
よ9 〇 

巧変範囲： 一20 d 日〜 Od 日 
初期設定： OdB 


4 r 距離」を設定する 

サブウーファーか 51 」スニングポジシヨンま 
での距離を設定します。 

巧変範囲： 0.3 m 〜]已 . Om 
初期設定： 3.0 m 

消音のレベルを設定する 

1」モコンの消音キーを巧して消音するとさに 
下げる音量を、2段階から選択します。 

の消音レベル 

►絹 -20 dB 

鹿/乱 


選択項目：消音、 -20 dB 
初期設定：消音 

「消音」：完全に消音し、無音にする場合に選 
択します。 

r 一20祀」：いま聴いている音量よりも、 
20 dB 下げて再生する場合に選択します。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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をメニューを個別に設定ずる 


映像と音芦のタイミングを調節する 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
に補正します。 


日》き前》イミンク II 

謂節時間 .0 msec 

[ィ]/【►]:說 
ほ固：終了 


デジタル処理された映像び、音声よりち遅れ 
て出力されることびあります。 

この出カタイ S ングのずれを、音声を遅らせ 
て出力することにより補正します。設定値び 
大さくなるほど音声び遅れて出力されます。 

プラズマディスプレイをご使用の場合は 
30 msec 〜已 0 msec 、 ブラウン管式テレビをご 
使用の場合は 0 msec の設定をおすすめします。 

ち1^160 : 0 msec — 1 60 msec 
初期設定： 0 msec 

設置環境を設定ずる 

本機の設置状況や U スニングルームの環境を 
設定します。 

Fill ■ 

-11勘間置 [州ほ]/はい 

甜匡の置き 瞄準]/大 

齡が"™ 


1 r 壁掛け設置 J を選択ずる 

本機をラックなどに置く場合は r しル^え」を選 
択してください。 

本機を壁掛けブラケット等を利用して壁面に 
直接設置する場合は r はい」を選択してくださ 
い。本機背面と壁び接近していると、中低音 
びこちった感じに聞こえることびあります 
び、それを補正します。 


2 r 部屋の 響 さ」を選択する 

一般的な U スニングルームでご使用の場合は 
r 標準」をお選び < ださい。 

壁びコンク I 」ートででさている場合など、音 
びよく反射する U スニング j レームでご使用の 
場合は r 大」お選びください。 

選択項目：標準、大 
初期設定：標準 

ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイ 
ナミックレンジを選びます。 


G ) DD / DTS ダイナミがレンジ圧 i 

圧縮大►圧觸華閒なし 


選択項目：圧縮最大、圧縮標準、圧縮なし 
初期設定：圧縮なし 

「圧縮最大」：ル音量でちルさな音び明瞭に聴 
こえる、夜間に音声を楽しむのに適したダイ 
ナ S ックレンジです。 

r 圧縮標準」：一般的な家庭用として使用する 
ダイナ S ックレンジです。 

「圧縮なし」：ルさな音か b 大きな音まで、 
ソースの持つサウンドを最大に生かすダイナ 
S ックレンジです。 

ダイナ S ックレンジとは？ 

どれだけルさな音から、どれだけ大さな音 
までを雑音や歪みなく再生でさるかを表わ 
したちのです。 


選択項目：いいえ、はい 
初期設定：しル、え 
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さメニューを個別に設定ずる 


9 乂力の黨をを掘する 


音声信号の入力に関する設定を行います。 

(メニュ ー- ►詳細設定一入力設定） 


3入厢ミ 

- A ) 入力闹端 
B ) 入力聞テ： 1 -F 
0入カレベル設定 

W / [Tl :頃目哪 
段因：賊 


入力端子の割り当てを変更する 
(入力端子設定） 

本機のデジタル入力端テに印字されている名 
前にレビ/チューナー、 DVD 、 ビデオ、 

AUX ) は便宜的に付け日れているちのです。 
入力端モ自体は同一のため、例えば光デジタ 
ル入力（テレビ/チューナー)端テに DVD プレー 
ヤー/レコーダーを接続してち機能は変わりま 
せん。 

その場合、接続された機器に応じて名前を変 
要することにより、 U モコンの入力選択キー 
の名前と同じ機器名の入力切替びでさます。 
また、フ□ントパネルディスプレイやメ 
ニューに表おされる機器名び実際に接続され 
ている機器名と一致します。 

1 r 光入力（1)」を設定する 

本機の光デジタル入力（テレビ/チューナー) 

端テを r テレビ」または r ビデオ」に割り当てる 
ことびでさます。 


A ) 入腑關1/2 

—m . テレビ 

( テレビ ） 

(2). DVD 

(DVD ) 

[▲]/[▼]: 項目撒[◄]/【►]:靴 
は固：择了 


初期設定では、光デジタル入力(テレビ/ 

チューナー)端テは「テレビ」に設定されていま 
す。そのため入力選択キーのテレビキーを巧 
すと、接続された機器名に関係なく、フ□ン 
トパネルディスプレイには 「 TV 」、 メニュー画 
面には r テレビ」と表示されます。 

設定を「ビデオ」に変更すると、光デジタル入 
力(テレビ/チューナー)端テに接続した機器 
を入力選択キーのビデオキーで還択でさるよ 
ラになり、フ□ントパネルディスプレイには 
「 VIDEO 」、 メニュー画面には r ビデオ」と表示 
されるよラになります。 

2 r 光入力(3」を設定する 

本機の光デジタ;レ入力 （D V D ) 端テを「0 V D 」 ま 
たは 「 AUX 」 に割り当てることびでさます。 

選択項目： DVD、AUX 
初期設定 ： DVD 

初期設定では、光デジタ j レ入力 （ D V D ) 端テは 
「 DVD 」 に設定されています。そのため入力選 
択キーの DVD キーを巧すと、接続された機器 
名に関係なく、フ□ントパネルディスプレイ 
やメニュー画面に 「 DVD 」 と表示されます。 

設定を 「 AUX 」 に変更すると、光デジタル入力 
( DVD ) 端テに接続した機器を入力選択キーの 
AUX キーで選択でさるよラになり、フ□ント 
パネルディスプレイやメニュー画面に 「 AUX 」 
と表示されるようになります。 


選択頂目：テレビ、ビデオ 
初期設定：テレビ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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をメニューを個別に設定ずる 


C 入カレベル醒 


齡恩:, R M 用：レ喔 


3 「同軸」を設定する 

本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端テを 「 AUX 」 
または 「 DVD 」 に割り当てることびでさます。 


初期設定では、同軸デジタル入力 ( AUX ) 端子 
は 「 AUX 」 に設定されています。そのため入力 
選択キーの AUX キーを巧すと、接続された機 
器名に関係なく、フ□ントパネルディスプレ 
イやメニュー画面に 「 AUX 」 と表示されます。 

設定を 「 DVD 」 に変更すると、同軸デジタル入 
力 ( AUX ) 端テに接続した機器を入力選択キー 
の DVD キーで選択でさるよラになり、フ□ン 
トパネルディスプレイやメニュー画面に 
「 DVD 」 と表示されるよラになります。 

電源を入れたときに適用する入カモー 
ドを設定する(入力信号デコード） 

本機の電源モードをオンにしたとさに使用す 
る音声信号の入力設定を指定することびでさ 
ます。本機び自動的に適切な音声入力信号を 
選択するか、前回選択していた音声入力信号 
を今回ちそのまま適用するかのどち日かを設 
定します。 

ぶ-ヒント 

音声信号の種類については「音声信号の種類を選ぶ」 
(78 ぺージ)をご参照ください。 


「自動選択」：入力された音声信号を識別し 
て、自動的に適切な入力選択をします。 

「前回設定」：前回電源を切ったとさに選択し 
ていた音声入力信号を再生します。設定とは 
異なった音声信号び入力された場合は、音声 
は出力されません。 

各端子の入カレベルを調節する 
(入カレベル調整） 

端子ごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のばらつさを調節します。 

かヒント 

本機と外部機器との接続状況によって、メニュー項 
目び変わります。 

表示例 


メニューに表示されたそれぞれの端モについ 
て、入カレベルを調節します。 


B ) 入力信号デ]-ド 

►自固挪 前回設定 




k)xmm 2/2 

神 

け） . AUX 

(AUX } 


齡:を誦[ィ用:剛 


巧変範囲：一己 ' OdB 〜 OdB 
初期設定： -3.0 dB 


選択項目： AUX、DVD 
初期設定 ： AUX 


選択項目：自動選択、前回設定 
初期設定：自動選択 


d d d d d 

----- 


な基 

アホア光同 


ピオ D X 
レ デ VU 
テ ビ D A 


74 

















各メニューを個別に設定ずる 


み 表示の設定を変更する 

本体のフ□ントパネルディスプレイ表示や、テレビ画面に表示されるメニューについて設定しま 
す。 


(メニュ ー- ►詳細設定一表示設定) 


4 m 

— A ) 本巧表禪を 
B ) テレビ画艦を 


[▲]/[▼]: 即星巧 
ほ赶：總 


フ□ントパネルディスプレイの明るさ 
を設定する(本体表示設定） 

フ□ントパネルディスプレイ表示の明るさを 
設定します。 


A け脑示設定 

-揉作時の巧るさ . 0 

非削時の巧るさ . D 

[▲]/[▼] :頂目挪[イ/ [►] :靴 
じ細：約 


1 r 操作時の明るさ」を設定する 

本体のキーまたは I 」モコンキーでなんらかの 
操作をすると、フ□ントパネルディスプレイ 
の表示び一定時間明るくなります。そのとさ 
の明るさを調節します。 

選択項目：一2、一1、0 
初期設定：0 

2 r 非操作時の明るさ」を設定する 

一定時間なにち操作しないと、フ□ントパネ 
ルディスプレイは暗く表示されます。 

そのとさの明るさを調節します。「操作時の巧 
るさ」の設定値をき準にさ日に3段階暗くする 
ことびでさます。 

選択項目：非表示、一3〜一1、0 
巧期設定： 0 


メニューの表示を設定する 
(テレビ画面設定） 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
して設定します。 

B) テ化丽關 

- 上下位置 . 0 

背是ち . 胃 

[▲]/[▼]: 朋選巧 [◄]/[►]: 郵 
は赶：泻了 


1 r 上下位置」を設定する 

メニューを表示する位置を調節します。一（マ 
ィナス)方向にすると表示位置び上に移動し、 
+(プラス)方向にすると下に移動します。 

巧変範囲：一曰〜+曰 
初期設定：日 

2 「背景色」を設定する 

メニューの背景色を選択します。 

選択項目：青、グレー 
初期設定：青 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の設定を変更ずる 

各種設定を保護したり、工場出荷巧態に戻したりします。 




3 INPUT キーをはなす 


INPUT 


4 フロントパネルデイスブレイに 
[MAX VOLUME SET / とまがさ 
巧で U ることぞ盾認しで*;夕ぞキ ー 
を巧す 



〇 音量の最大値を設定する 

音量を、指定した値より大きくできないよラ 
に設定します。 


1 本機の電源をオフ（スタンバイ）にす 
る 



2 本化の INPUT キーを巧しなび6、 
STANDBY / ON キーを巧して電源 
を义のる 

フ□ントパネルディスプレイに 「MAX 
VOLUME SET 」 と表示されます。 



巧しなび5 




5 < /\>キーを巧して、指定したい値 
を還がする 

調節できる範囲は、 OdB か日一目 9.0 dB 
( IdB ごと）までです。 



6 STANDBY / ON キーを巧して、電 
源をスタンパイにずる 

再度 STANDBY / ON キーを巧して電源を 
入れると、設定されます。 
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1 r 音量の最大値を設定する j の手順 3 
までを実巧ずる 


Z 心/マキーを巧して、フロントパ 
ネルデイスプレイに FMEMORY 
PROTECTJ を表示をせ、巧定キー 
を巧ず 



1 r 音量の最大値を設定ずる J の手順3 
までを実巧ずる 


2 心/マキーを巧して、フロントパ 
ネルデイスプレイに fFACTORY 
PRESETJ を表示をせ、巧定キーを 
巧す 



<J / \>キーを巧して、フロントパネ 
ルデイスプレイに rPROTECT : 
ONJ を表示をせる 

設定内容を保護したくない場合は、ここで 
「PROTECT OFF 」 を選択します。 






4 STANDBY / ON キーを巧して、電 
源をスタンパイにする 

再度 STANDBY / ON キーを巧して電源を 
入れると、設定されます。 


く /\>キーを巧して、フロントパネ 
ルデイスプレイに rPRESET : 
RESETJ を表示させる 

工場出荷時の状態に戻したくない場合は、こ 
こで 「 PRESET : CANCEL 」 を選おします。 


基 

本 

操 

作 



. I S ミ …. M I i ろ一 * ごふ . 






4 STANDBY / ON キーを f 甲して、電 
源をスタンパイにする 

再度 STANDBY / ON キーを巧して電源を 
入れると、設定されます。 


3 


standbyA 


STAND 巳 Y 入 
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本機の設定を変更する 


9 メニュ —の設定巧客を保護ずる @ 設定した巧客を初期化する 


メモリー保をした設定の内容を変更でさない 
よつ I しします。 


メニューで変更した各種設定をすべて工場出 
荷状態に戻します。 


本 

做 

燃 

に 

二） 

い 

ア 


設置.接続ずる I I 準備ずる II 設定ずる 








































































音声信号の種類を選ぶ 


テレビや DVD か日本機に入力される音声信号の選択をします。 

「 AUTO 」 （初期設定)のままでほとんどの音声信号を再生することびでさますび、必要に応じてデ 
ジタル、アナ□グ信号の優先順位を選んだり、 DTS または AAC 信号に入力設定を固定したりす 
ることびでさます。 

AUTO 

入力された音声信号を識別して、自動的に適 
切な入力選択とデコードをします。 

デジタルとアナ □ グの両方で接続したテレビ 
から、両方の信号び入力された場合には、デ 
ジタル信号を優先して選択します。 

通常はこのモードをご使用ください。 


入力選がキーを巧して、選巧したい 
モードに切0替える 

DVD ビデオチューナーテレビ 

□ □□□ 


AUX 

□ 


り 


入カ モー ド キーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在の入力 
設定び表示されます。 

入カモード 


入カモードキーを繰り返し巧ず 

設定を変更することびでさます。 

ビデオは ANALOG の設定となっています 
(工場出荷時)。 

入カモード 


テレビ/チユーナ ー 
モードの場合 


DVD モードの場合 


AUX モードの場合 


DTS 

DTS 信号のみを再生します。 

DTS 信号を入力している場合に、 AUT □に設 
定しているとをよりち安定した再生をするこ 
とびでさます。 

DTS - 巳 D または DTS - LD を再生するときに 
おすすめします。 

AAC 

AAC 信号のみを再生します。 

AAC 信号を入力している場合に、 AUTO に設 
定しているとさよりち安定した再生をするこ 
とびでさます。 

BS / 地上デジタル放送や□一 VHS デッキなどか 
ら AAC 信号入力するとをにおすすめします。 

ANALOG 

デジタル信号とアナ□グ信号び同時に入力され 
ている場合でち、アナ□グ信号を再生します。 

ぶ-ヒント 

「電源を入れたとさに適用する入カモードを設定す 
る（入力信号デコード)」 （74 ページ)で、本機の電源 
をオンにした際に使用する入力設定を r 自動選択」 
( AUTO ) I こするか、前回使用していた入力設定にす 
るかを指定することびできます。 
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音のバランスを調節する 

各チヤンネルの音量のバランスを調節します。各チヤンネルの音量ノ（ランスを整えることによっ 
て、自然なサラウンドサウンドになります。 

® テス /^トーンを使つて調節する 

各チヤンネルからテスト I -ーンを出力することによって、チヤンネルごとの音の大きさの違いを 
聴きくらべ、バランスを調節することびできます。 



1 テストキーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 「TEST 
LEFT 」 と表示され、フ□ント左チャンネル 
からテスト I -ーンび出力されます。 


テスト 



2 心/マキーを巧して調節したし、 
チヤンネルを選がずる 

フ□ントパネルディスプレイの表示が政下 
のよラに切り替わります。 



(詳細設定の r バス出力」が 
r ヴプウーファー」のとさ） 


3 <1 / \>キーを巧して音量レベルを調節する 

音量調節レベルは-] 0服〜+ ] 加已です。 


設定中に音量を上げた場合は、巧のステッ 
プにすすむ前に必ず音量を確認し、上びり 
過ざている場合は音量を下げてください。 


4 テストキーを巧して、設定を終了する 


テスト 



か ヒント 

サブウーファーを接続し、 ri 「バス出力」を設定 
する」 （71 ページ)で r サブウーファー」を還択する 
と、に UBWOOFER 」 の項目わ設定できます。 

■ 調節できないチャンネルは r 一一」と表示されま 
す。 

ビームモー ドびに T +3 ビームモー ド」の場合、フ 
□ン ト 左/ちチャンネルは調節でさません。 
「ステレオ モー ド」および r ター ゲッ トモー ド」の場 
合、ずべてのチャンネルび調節でをません。 

■ ビームモードび「ステレオモード」または rsT +3 
ビームモード」の場合、フロント左/ちチャンネル 
は他のチャンネルの設定に応じて、自動的に調節 
されます。 




本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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音のバランスを調節ずる 


〇 再生しなび5調節する 

DVD などを再生しなび5、各チヤンネルの音量バランスを調節することびでさます。 



1 CH レベルキーを繰り返し巧す、ま 
たは CH レベルキーを巧し でか5 
心/ ▽キーを巧して、調節したい 
チヤンネルを選巧する 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のように切り替わります。 



2 づ/>丰一をがしで*音量レベルを 
調節ずる 

音量レベル調節範囲は一] OdB 〜+ ] OdB 
です。 


3 しば6<の巧操1 乍をしない 

設定を終了します。 


ぶ-ヒント 

サブウーファーを接続し、「1「バス出力」を設定 
する」 （7 1ぺージ)で r サブウーファー」を選択する 
と、 「SWFR」 の項目も設定でさます。 

■ 調節でさないチャンネルは r 一一」と表示されま 
す。 

‘ビームモー ドびに T+3 ビームモー ド」の場合、フ 
□ント左/ちチャンネルは調節でさません。 
「ステレオ モー ド」の場合、すべてのチャンネルび 
調節でをません。 

「ターゲットモード」の場合、センターチャンネル 
のみ調節でさます。 

■ ビームモードび「ステレオモード」または rST+3 
ビームモード」の場合、フロント左/ちチャンネル 
は他のチヤンネルの設定に応じて、自動的に調節 
されます。 
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本機の IJ モコンでか部機器を操作する 


コー ドセツトキーを辨したまま、数 
ぞキーでが su 機器の y モコンコード 
(86 ぺージ)を入力ずる 

設定例(ヤマ八製 DVD) 


AAC 音声を重 


テレビ消音 


コードセット 


6 . 


巧したまま 


音量モード 


音量モード 


が部機器のリモコン〕ード旧己ぺージ）を登録すると、本機の U モコンを使用して本機に接続し 
たテレビや DVD 、 ビデオデッキなどの外部機器を操作することびできます。 

- 

-外部機器の機種によっては、本機の1」モコンで一部の機能を操作でさない場合びあります。また、全く 
操作でをない場合をあります。このような場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。 

- U モコンの電ミ也び切れると、約2分をに U モコンの設定内容び消去されます。この場合、必要に応じ 
て U モコンコードを再登録してください。また、電池び切れてから2分に満たない場合でも、電池の 
交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごを意ください。 


Q U モコンコードを登録ずる 

入力選択キーのテレビキーにはテレビの 、 DVD キーには DVD の、ビデオキーにはビデオデッキ 
の 、 AUX キーにはその他の機器の U モコンコードを登録することびできます。 


0- ド七ツトキーを巧しなび5、リ 
モコンコー ドを設定したいか部機器 
の入力選択キーを}甲す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例(ヤマ A 留 DVD) 

テレビ'•消音 DVD 


巧しなび6 


r 設定した機器を操1 乍ずる J ( S 2 
ページ)を参照し、登録したが部機器 
のいずれかの操作を実巧ずる 

外部機器び正しく機能すれば登録は完了で 
す。 

正しく機能しない場合は U モコンコードび 
合致していない可能性びあります。本徽こ 
接続している外部機器の U モコンコード 
旧己ぺージ)を確認後、手順1を再度実行し 
てください。 



fi 


-ドセット 


81 


DVD ビデオ チューナーテレビ 

□ 口 ly 口 

AUX 入力1 入力2 マクロ 

□ D □ □ 

YSP スカモードスリーブ 

□ ana 

—5 ピーム ST+3 ビーム —3 ビーム 


ステレオ ターヴット AAC 青再を ■ 


MB «モード 

日日 
スボーツ オフ サラウンド 

〔10/ dJ IP 1/+10 〕 f に \ 

CH レベル 
〇, 



ち B チャンネルテレピ吾 ■ 


曰曰曰 

mm テレビ入力切 ■ テレビ消窗 

ロロ ロ 


本機について 設置.接続ずる 準備ずる 設定ずる 基本操作 




















































































本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


〇 設定した機器を操作する 


テレビを操作する 


〇 ( f ^*— 

DVD ビデオわ一？- テレビ 

□ ロロ ロ 

AUX r A7II A73a"il マク〇 

□ [p aFa 

Y8P (♦) 乂カモードス U- ブ 

□ □ □ □ 

5ビーム 31>3ビーム 3ビーム 

口日回 

ステレオ ターゥ卜 AACW»a 

口日日 
日日囚 

ス讯ーツ オフ サラウンド 

II '0'。] 0'"。| [ 12 ) 



-0 

-0 


DVD を操作する 



テレビキーを巧して入力をテレビに切り替え 


テレビ 



〇電源 ( TV ) キ ー :テレビの電源をオンにしま 
す。 

©テレビ入力1/2キ ー :テレビの入力を直接 
} 曰おします。 

©数字キ ー :チヤンネルを直接指定します。 

〇チヤンネル （+/-) キ ー :テレビのチヤンネ 
ルを切り替えます。 

©テレビ音量 （+/-) キ ー :テレビの音量を調 
節します。 

©テレビ入力切替キ ー :テレビの入力を切り 

替スます。 

©テレビ消音キ ー :テレビの音量を一時的に 
消音します。 


DVD キーを巧して入力を DVD に切り替えま 


DVD 



〇電源 ( AV ) キ ー : DVD の電源をオンにしま 
す。 

©数字キー： 数字を入力します。 

包メニューキ ー : DVD メニューを表示しま 
す。 

〇力ーソル ( a / ▽パル)キ ー/ 巧定キ ー : 

DVD メニューを選択します。 

包戻るキ ー ： DVD メニューで前の画面に戻 
る、または DVD メニューか日巧けるときに 
巧します。 

© DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー :再生、停止 

などの操作をします。 
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本機のリモコンで列■部機器を操作する 


ビデオデッキを操作する 



ビデオキーを巧して入力をビデオデッキに切 
り督えまず。 



〇電源 ( AV ) キー： ビデオデッキの電源をオン 
にします。 

0チャンネル （+/-) キ ー : ビデオデッキの 
チャンネルを切り替えます。 

包 DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー : 再生、停止 

などの操作をします。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の U モコンでが部機器を操作ずる 


苗テレビマクロ機能を使ラ 

テレビマク□機能とは、入力選択キーで入カモードを選んだだけで、テレビの入力切替までを自 
動的に行うことびできるようにする機能です。例えば DVD を再生する場合、通常は （1) テレビの 
入力を切り替える一 (2) 入カソースを DVD に切り替える . などの操作び必要です。マク□機 
能を使うと、マク□キーの DVD キーを巧すだけでこのような一連の操作を行うことびでさます。 

- 

-チューナー機能び搭載されていないテレビをご使用の場合は設定のち法び異なりまず。詳しくは8已 
ページをご参照ください。 

-設定の途中で、下のリモコン図でおされている!;!外のキーを巧すと、設定び無効になります。 

-手順2または3で、キーを押す間隔び10砂を超えると、ずべての操作び無効になります。その場合、 
手順1からやりなおしてください。 



0- ド七ットキーを巧しなび5、マ 
クロを設定したい機おの入力選が 
キーを巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 (DVD) 

テレビミ脂 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 

テレビ‘消音 マク〇 



3 チヤンネル +/- キー、または数き 
キーを巧す 


テレビ画面びチューナー画像に切り替わつ 
たことを確認します。 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 


テレビ入力切替 


5 決定キーを巧して、マクロ設定を終 
了ずる 
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本機のリモコンで外部機器を操作ずる 


チューナー機能び搭載されていないテ 
レビをご使用の場合 


1 コードセツトキーを巧しなび6、マ 
クロを設定したい機器の入力選が 
キーを巧ず 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 (DVD) 


テレビ消音 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧ず 



3 テレピスカ7丰一を巧す 

テレビび入力1の画面に切り替わったこと 
を確認します。 


入力1 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 


チヤンネル 



5 決定キーを巧して、マクロ設定を終 
了する 


テレビマク□を実巧するには 


7クロを実行したい機器の入力選が 
キーを2秒な上巧ず 

入カモードび切り替わるのと同時に、テレ 
ビの入力ち切り替わります。 


DVD ビデオチューナー 



テレビマク □ の設定を解除ずるには 


1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロ設定を解おしたい機器の入力選 
択キーを巧す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

解除例 (DVD) 

テレビ消音 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、テ 
レビマクロキーを巧す 


テレビ消音 7ク〇 



3 決定キーを巧して、マクロ設定を解 
除ずる 

































































リモコンコードー質 


下表のメーカー製品であってち形式、年式によって使用でさないちのびあります。他社の U モコ 
ンコードを設定した場合、機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作でき 
ないちのびあります。この場合は、お使いの機器専用の U モコンをご利用ください。複数の U モ 
コンコードび記載されている場合は、お使いの機器に一致するちのび見つかるまで順番にお試し 
ください。 

メーカーち U モコンコード メーカーち U モコンコード 


テレビ 

アイワ 

294 

276 

283 

284 




RCA 

293 

297 

234 

256 

257 

258 

221 

NEC 

297 

2 已 2 

吕 8 吕 





LG/ 巨 OLDST 冉 R 

297 

298 

239 

237 




SAMSUNG 

297 

239 

248 

吕巨 2 

275 



サン 3 — 

29 已 

233 

279 

272 

273 

274 

212 

シャープ 

292 

239 

232 

213 




ソニー 

263 

214 






DAEWOO 

297 

298 

吕吕 4 

227 

228 



東芝 

292 

226 

267 

215 




パイオニア 

22 已 

23 己 

吕己 4 

吕己已 

2 已 8 



ノくイデヴイン 

201 

202 






パナソニック 

234 

23 已 

236 

253 

288 

21 1 


ビクター 

29 已 

246 

247 

吕 8 巨 




曰立 

297 

239 

242 

243 

285 



PHILIPS 

298 

22 已 

20 已 





實 ± 通 

289 







フナイ 

277 

278 






三菱 

299 

297 

259 

287 




ヤマノ、 

299 

吕 92 

242 

28 已 

287 

253 


DVD プレーヤー 

アイワ 

648 

巨 49 






RCA 

639 







オンキヨー 

632 

巨 33 

巨 34 





ケンウッド 

色 28 







SAMSUNG 

巨 42 







シャープ 

巨 43 







ソニー 

白 44 

巨 76 

已 77 





DAEWOO 

曰已已 







デノン 

623 

巨 24 






東芝 

巨 34 

邑巨已 

已已已 

已已 7 




パイオニア 

63 已 

巨 37 

638 

巨 73 

已 74 

67 己 


ノくイデヴイン 

678 

679 






パナソニック 

色 23 

63 已 

巨巨 8 

巨 72 




ビクター 

627 







曰立 

62 已 







PHILIPS 

巨 99 

647 

已己 9 





フナイ 

62 已 







MARANTZ 

699 

已已 9 






兰菱 

色 29 







ヤマ八 

巨 99 

巨 22 

已吕 3 

已 47 





ビデオデッキ 

アイワ 

39 已 

397 

398 

329 



NEC 

392 

394 

344 

383 



LG/GOLDSTAR 

39 已 

388 





Orion 

327 






ケンウッド 

392 

394 

39 色 




SAMSUNG 

3 已 4 

3 已 8 

363 

3 巨 4 

3 巨已 

3 已已 

サンスイ 

394 






サンヨー 

393 

33 已 

367 




シチズン 

39 已 






シャープ 

39 已 

362 

382 




ソニー 

368 

379 

372 

373 

374 

37 己 

DAEWOO 

328 

334 

33 已 




東芝 

33 已 

369 

389 




TE 冉巳 

392 

3 白 4 

397 




パイオニア 

32 已 






パナソニック 

32 已 

328 

33 白 

3 已已 

378 

384 38 己 


38 已 






ビクター 

392 

394 

344 

34 已 

346 

347 

曰立 

32 已 

333 

349 

342 

343 


フナイ 

397 






MARANTZ 

392 

394 





三菱 

399 

344 

348 

3 已 9 

352 

353 

ヤマ八 

399 

392 

393 

394 




ケーブルテレビチューナー 


ソニー 

7 已已 

7 已 7 





パイオニア 

747 

748 

78 已 




パナソニック 

744 

74 已 

74 色 

747 

783 

784 

曰立 

722 






PHILIPS 

7 已 3 

7 已 4 

7 色己 

7 巨 6 

767 

7 已 8 

BS デジタルチュー 

■ナー 





RCA 

837 

838 

839 

842 



ソニー 

832 

扫 3 已 





東芝 

833 

83 已 





パナソニック 

扫 2 已 

829 





ビクター 

822 






曰立 

824 






PHILIPS 

82 己 

843 

844 

84 已 

84 白 

847 848 


849 






ユニデン 

82 已 
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巧障かな？と思った s 


音青び出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

再生機器びしっかり接続されていない。 

接続を確認してくださし、。 

22 

再生したいソースび正しく選ばれていない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したいソー 
スを正し < 選んでください。 

45 

音量びかさい。 

音量を大さくしてください。 

47 

消音されている。 

リモコンの消音キーまたは音量十/ーキーを巧し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

47 

サンプ1」ング周波数び1目 2 kHz の PCM や MPEG 2 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 

— 

など、本機で再生できない信号が入力されている。 

し、。または再生機器の設定を変更してください。 



巧用中に巧然電源び切れる 

原因 

対策 

参照ページ 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び働き 
電源び切れた。 

温度び下びるのを待って(約1時間程度)、電源を 
入れなおしてください。 

— 

ス U —プタイマーが作動した。 

電源を入れてソースを再生しなおしてください。 

— 


STANDBY / ON キーを巧してを電源び入6ない 

原因 

対策 

参照ページ 

電源コードびしっか0接続されていない。 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

30 

內部マイコンが外部電気ショック應雷または過度 
の静電気)、または電源電圧のほ下によりフリーズ 
している。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約3日秒後 
にもラー度差し込んでくださし、。 



ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してち正常に 
動作しない場合や、下記 LU 外で異常び認め日れた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラ 
グをコンセントから巧いてからお買上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお 
問い合わせください。 


9 ま傲 


電源を入れてをすぐに切れてしま5 

原因 

対策 

参照ページ 

電源コードびしっか0接続されていない。 

電源コードび正しくコンセントに接続されている 
ことをご確認ください。 

30 

内部マイコンび外部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧のほ下によりフ 

1」ーズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約3日秒後 
にちラー度差し込んで < ださし、。 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った s 


音青び巧然出なくなる 

原因 

巧策 

参照ページ 

消音された。 

U モコンの消音キーまたは音量+/—キーを巧し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

47 





原因 巧策 参照ページ 

あらかじめソースにサラウンド効果がかかってい 本機でサラウンド効果をかけないでください。 — 

る。 


センターチヤジネルか6音青び出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

センターチヤンネルの音量び絞られている。 

センターチヤンネルの音量を調節してください。 

79 


センター、サラウンド足/ちか6音をが出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

ステレオモードで再生している。 

ビームモードキーで、日ビーム、ステレオ+3 
ビーム、または3ビームモードを選択して再生し 
てください。 

48 


サラウンドち/ちチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

サラウンド左/ちチャンネルの音量びルさい。 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量を調節してく 
ださい。 

79 


十分なサラウンド効まび得6れない 

原因 

巧策 

参照ページ 

本機と DVD プレーヤー/レコーダーやテレビを 
デジタル接続している場合に、 DVD プレーヤー 
/レコーダーやテレビのデジタル出力設定び有効 
になっていない。 

DVD プレーヤー/レつーダーやテレビ側の設定 
を確認してください。 


リスニングルームび特殊な形状をしている。 

四角の部屋に設置してください。 

— 

ビーム経路上に壁びなし、。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 


ドルビーデジタルまたは DTS ソフトの再生びでまない(本機のディスプレイの 
ドルビーデジタルまたは DTS インジケーターび点なしない） 

原因 

巧策 

参照ページ 

接続したプレーヤーなどの設定び r デジタル出力」 
かつ「ドルビーデジタルまたは DTS」 に設定されて 
いない。 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、正し 
く設定してください。 


入カモードを ANAL 日 G に設定してし'!る。 

AUT 日に設定してくださし、。 

78 
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故障かな？と思った 6 


サブウーファーを巧続していない時に、本巧の音な巧の巧音び出る 


原因 

対策 

参照ページ 

強い低音成分び連続して含まれるソースを再生し 
たため、保護回路び働さ雑音び出た。 

音量を下げてお楽しみ < ださい。 

47 

詳細設定「サブウーファー設定」で「バス出力」を 
「サブウーファー」に変更してください。その隙 
「ク□スオーバー」を「1日 OHz」 または「12日 Hz」 に 
設定して<ださい。低音成分び抑え5れます。 

71 

サブウーファーを接続し、詳細設定「サブウー 
ファー設定」を行ってくださし、。 

71 


サブウーファーか6音青び出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

詳細設定「サブウーファー設定」で「バス出力」を 
「フ n ント」に設定したまま、ドルビーデジタル、 
DTS および AAC 信号を再生している。 

「サブウーファー 」 に設定してください。 

71 

再生しているソースに LFE や低音信号び含まれて 
いない。 


— 


ほ音の再生不良 

原因 

対策 

参照ページ 

詳細設定 r ヴブウーファー設定」の r ク□スオー 
バー」び正しく設定されていない。 

「ク□スオーバー」を正しく設定してください。 

71 

ナイトリスニングモードび選択されている。 

ナイト IJ スニングモードをオフにしてください。 

巳巨 


一び表示されない 


原因 


メニュー表示用ビデオケーブルびしっか0接続さ 
れていない。 


対策 

接続を確認してくださし、。 


参照ページ 

23 


テレビの入力切替び正しく設定されていない。 


テレビの入力を切り誓えてください。 


34 


DVD などの映像び出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

ビデオケーブルびしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

24 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切0誓えてください。 

46 


本機が正常に作動しない 

原因 

対策 

参照ページ 

内部マイコンがが部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の低下によりフ 

U— ズしている。 

A 巳コンセントから電源プラグを抜さ、約3日秒後 
にもう一度差し込んでくださし、。 



本為について 


設置.接続ずる 


道倫ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った 5 


デジタル機器や高周波機おか6のな音を受けている 

原因 

対策 

参照ページ 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所び近 
すざる。 

本機か5それ5の機器を離してください。 

— 


な ソモつン 


y モコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

U モコン操作範囲か5がれている。 

本体の U モコン受光部か5目内、角度 3Cr 
巧の範囲で操作してください。 

32 

受光部に日光や照明(インバーター堂光灯やスト 
□ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向をを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電ミせをすベて交換してください。 

31 


か部機器がリモコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

操作する機器び選ばれていなし、。 

U モコンの入力選択キーを押して、操作したい機 
器を選んでください。 

4已 

U モコンコードび正しく設定されていない。 

U モコンコードを設定しなおすか、同じ;一力一 
のコー ドの中か5別のコードを設定してくださ 
い。 

81 

U モコンコードを正しく設定しても、^一力一ま 
たは機器によっては操作でさない場含びありま 
す。 

鲁機器に付属している U モコンをご使用くださ 
い。 



メニコ 

—の操作中に力ーソルキーの操作びでまない 

原因 

対策 

参照ページ 

入力選択キーを押してしまった。 

YSP キーを]回巧して<ださい。 

38 
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技術/用語解説 


5.1 チヤンネル 

もとちと映画館で臨場感のある音響効果を再現する 
ために開発されたサラウンド-システムでず。前方 
に 3ch (左、ものステレオ 2ch+ セ U フ用センター 
Ich)、 後ちに 2ch (サラウンド効果)、さらに超あ 
音を出ずための LFE(n- ■ フ U クエンシー■エ 
フエクト）と呼ばれるチヤンネルび用意されていま 
ず。 LFE はお音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことから ro.lch」 とカウントされて 
います。 


AAC (アドバンスト • 才ーディオ • コーディ 
ング） 

デジタル圧縮音声フォーマットの1つです。主に曰 
本の BS/i 也上デジタル放送で採用されていまず。モ 
ノラル音声から最大で7チャンネル音声までを効率 
良く圧縮して記録' 伝送できます。圧縮動画規格で 
ある MPEG-2 の中で策定されています。 


DTS (デジタル • シアター • システムズ） 

□TS 社び開発したデジタル-サラウンド-フォー 
マット(音声圧縮技術)で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタ J レよりを低い圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich ヴウン 
ドび再生できるといわれています。 


DTS Neo : 6 

□TS 社び開発した、 2ch ソースを已 ch 化してサラウ 
ンド再生する技術でず。再生するソースに合わせ 
て、映画用の Neo :己 Cinema モードと音楽用の 
Neo : 6 Music モードび用意されています。 


LFE (□- •フ U クエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル-サラウン 
ド-システムでは、通常の已 ch (フル帯域)じ(がに、 
ほ域の効果音のみを出力する LFE チャンネルび用意 
されています。 2C)Hz 〜 12(DHz の帯域の重低音を 
補助的に加えることで、迫力や U アル感び加わりま 
す。 LFE は巧音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことから ro.Ich」 とカウントされて 
います。 


MPEG 

旧0(工業の標準化を図る国際機関）と IEC (電気•通 
信などの標準化を図る国際機関）び巧同で標準化し 
た r 動励および信声」にかかわるデジタル圧縮規格 
の名称です。 

MPEG には、 MPEG1、MPEG2、MPEG4 の3つ 
の規格びあります。 MPEG 1の画質は VHS ビデオ並 
みで、ビデオ CD などで利用されています。 

MPEG2 の画質は 5-VHS ビデオ並みで' DVD ビデ 
才などで利用されています。 


PCM (パルス•コード•モジユレーシヨン） 

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的な方 
式です。 PCM は非常に短く区切った単位時間あた 
りの信号レベルを符号化（コード化）します。 MP3 
お式や ATRAC お式のよラな圧縮処理を用いないこ 
とから、 U ニア PCM とを呼ばれています。 CD や 
DVD オーディオの録音ち式などに採用されていま 
す。 


SRS TruBass 

SRS 社び開発した、ほ音を増強再生する技術です。 
原音に含まれる異なる周波数の信号を利用して差成 
分を作り出し、その差成分で脳に低音を感じさせる 
よラにしています。 


音場 

空間び持つ固有の音の響さのことです。音場を形成 
する要素には、音源から直接耳に届<直接音、音の 
明瞭度や音量を増大させる初期反射音、美しいホ韻 
や節を与える後部残響音の3要素びあります。 


シネマ DSP 

世界中の著名なコンサートホールや劇場などの音の 
響さを実際に測って作成したデータと各種サラウン 
ドデコーダーをかけ合わせ、 ヤス! V独自の技術で生 
み出された音場プログラムの総称です。映画館や劇 
場と環境び異なる一般家庭でも、映画や音楽びより 
臨場感をもって楽しめるように設計されています。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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技術/用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発したデジタル•サ 
ラウンド.フォーマツト(音声圧縮巧術)で 、 DVD 
の標準音声形式のひとつとなっていまず。フォー 
マツトとしては]じ11から已.1仁11まで用意されていま 
すび、一般的には前ち 3 ch 、 をち 2 ch 、 LFE 他域 
効果音) 0. 1 ch の已 . 1 ch でサラウンドを構成しま 
す。各チヤンネ J レび独立した信号で録音されている 
ため、非常に明瞭な音声で再生することびでをま 
す。 


ドルビープロロジック 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、ステレオ信 
号をサラウンド再をずるためのアナ□グ技術でず。 
ドルビーサラウンドエン コー ドされている 2 ch ソー 
スを、前ち 3 ch と後ち Ich (モノラル)の 4 ch でサラ 
ウンド再をしまず。 


ドルビープロロジック II 

ドルビープ□□ジックの上位規格で、ステレオ信号 
を已 . Ich で再生するための技術です。後ちのサラウ 
ンド ch はステレオ化されているのと同時に、周波数 
特性びフル帯域化されていまず。再生するソースに 
合わせて、映画用の Movie モードと音楽用の Musi 巳 
モード、ゲーム用の Game モードの3つび用意され 
ていまず。 
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主な仕様 


アンプ部 

実用最大出力に IAJ ) 

.2 W ( 1 kHz , 1 □% THD ,4 Q ) x 21 

+ 20 W (1 OOHz.l 0% THD ,4 n ) X 2 個 

スピーカー部 

ルロ径 スピーカー 

.4 cm コーン 防磁型 X 2] 個 

ウーファー .] 0 cm コーン 防磁型 X 2 個 

入力端子 

オーディオビデオ、テレビ/チューナー 
(アナ□グ ）（] V /32 kn ) 
. 2組(アナ□グ音声) 

オーディオテレビ/チューナー 、 DVD 
(光デジタル） . 2個(デジタル音声) 

オーディオ AUX (同軸デジタル） 
.] 個(デジタル音声) 


出力端子 

サブウーファー (1 .已 V /120 HZL ソ下） ..... り固 
ビデオ （1 Vp - p /7 已 Q ). り固 


システム接続端子 

OPTIMIZER M に .] 個（マイク入力) 

システム接続... . 1個（システムコント□-ル) 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 已 0/ 己 OHz 

消費電力 .37 W 

待機時消費電力 .0.1 WL ソ下 

寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

.800 X ] 已 3 X ]] 已 mm 

質量 .9.0 kg 


仕様、および外観は、改良のため予告なく 
変更することびあります。 


本機はし1侶 C 巨1000-3-2」適合品です。 

JIS C 61 000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性第 3- 2部：限度値一高調波電流発生限度値（け目当 
たりの入力電流び 20 Ali (下の機器)」に基づさ、商用電 
力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造 
しに製品でず。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応田操作 
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索引 


A-Z 


AAC . 已] 

DTS . 已] 

DTS Neo : 己 . 已] 

DUAL . 已] 

PCM . 已] 


夕巧 

ダイナ S ツクレンジ . 72 

デジタル音声ピンケーブル . 28 

テストトーン . 79 

テレビ音量一定モード . 已巨 

テレビマクロ . 84 


TruBass . 已7 


オプティマイヴーマイク . 36 


簡易マイクスタンド . 37 

ケーブル押さえ . 30 

固定 テープ . 21 


サラウンドモード . 已2 

自動設定 . 36 

シネマ DSP . 已4 

手動設定 . 已目 

詳細設定 . 63 

ステレオピンケーブル . 23 

ス I 」ープタイマー . 已8 


ドルビーデジタル . 已] 

ドルビープ□□ジック . 已] 

ドルビープ□□ジック II . 已] 

ナ巧 

ナイト I 」スニングモード . 已己 

ハ行 

ビームモード . 48 

光ファイバーケーブル . 24 

フ□ントパネルディスプレイ . 14 

マ行 

メニュー . 34 

メニュー表示用ビデオケーブル . 23 

メモ U -. 42 

ラ行 

リモコン . 16 


1」モコンコード 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤス) Vホットラインヴービスネットワークは、本機を末をく、安むしてご愛用いただくためのものです。 
サービスのご依頼、お問い合わ世ま、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り扱いに関するお PS い合わせ 

■ ヤ7八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ お客様ご相談センター 

(を国巧お） 査 a ® 0570-01-1808 

全国どこからでち市内通話料金でご利巧いただけまず。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL(053)460-3409 

FAX (0 己 3) 460-345 曰 
干 430 -8 巨已〇静岡県蔣松市中 ミ 尺町 1 0-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を隙く） 

受付時間：1ひ00〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ AAV 製品の修埋、ヴービスパーツに関するおいをわせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国巧お） 沒® 0570-012-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利巧いただけます。 

FAX (0 已 3) 463-1 127 

受付曰：月〜±曜日禍日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰日:0日〜1日:0日±曙曰9:0日〜17:3日 

修理お持ち込み巧口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および蝶社の休業日を除く） 

受付時間：白:日日〜17:4巳 

化海道 〒日日 4-8543 札幌巿中央区南1〇条西1 T 目1 - 已〇 
ヤマ A センター内 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圍干 143-000 巨東京都大田区平和島 2T 目 1-1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A- 已 F 
FAX (03) 已7已 2-2] 2已 

尉公 干43已 -00 1日お松市和田町200ヤマ；V(株)和田工場内 
FAX (0 已 3)4 已 2-9244 

名ち屋 干4已 4-0 □日8名ち屋市中 j 11区丑11町 2T 目1 - 2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (0 已 2)6 己 2-0043 

大阪 〒已已 4-00 已2吹田市に芝町] 0-28 

才ーク江あビルディング3 F 
FAX (0 巨)6330-己已3己 

九州 干81 2-8508 福岡市傅を区博を駅前 2T 目11 -4 

FAX (092)472-2] 37 


* 名称、住所、電話ま号、 URL などは変更になる場合びあります。 


• 保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保記書の記載の容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でをる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術着の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合をあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただ < 場合びあります。 

• 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。桶修用 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせください。 
《品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表おしてありまず。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理巧能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の祟化の進行度合は使用環境や使巧時間 
等によって大きく異なりまず。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめしまず。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ • リレー類、接続端テ、ランスベルト、 
ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、を全にご使巧いただくた剧こ A V 製品全般について記載して 
おります。 


f 


7 来年ご使用の製品の点巧を！ 

、 

口 

愛情点検 

こんな症状はありまはんか？ 

♦ 電源コード•プラグび異窜に熱い。 

♦ コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

♦ 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。 
♦ 電源を入れてち正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 

畢 



ずぐに使巧を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセントからおを、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費制ま販売店にこ相談くださし、。 
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戀 YAMAHA 

YSP -800 簡易接続•操作ガイド 


この簡易接続-操作ガイドは、テレビや DVD プレーヤーを接続して YSP - 800のサラウンドサウ 
ンドを楽しむまでの手順を説明しています。詳しい内容については取扱説明書をご覧ください。 


YSP-800 を設置ずる 


YSP -800 の設置場所を決定します。 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します(矢印はビーム化した音声とさビームの経路を表しています)。効果的な 
サラウンド感を得るために、ビームの経路と家具などの障害物び重ならない場所に本機を設置してください。 


本機を壁と並巧に、リスニングルームの中央に設置 
した場合のイメージ図です。 


を員などの障害の 


本機をリスニングルームのコーナーに設置した場合 
のイメージ図です。隣接する壁との角度が40°〜 
50°の間におさまるように設置してください。 


费具などの障害物 



YSP -800 をテレビの上または下に設置します。 

下図の設置例を参考にして本機を設置してください。設置の詳細については取扱説明書20〜21ページをご覧ください。 

本おは落下防止のため、固定テープで確実に固定して<ださい(取巧説明書21ぺージ)。 


本機をテレビの上に設置できるタイプのラックを使 
用して、下図のようにテレビの上に設置します。 
地震などの振動やお子様の接触などで本機が落下し 
ないように設置してください。 



本機を内部に収納できるタイプのラックを使用し 
て、下図のようにテレビの下に設置します。 

床か5離れた高さに本機を設置すると、より効果の 
なサラウンド感を得られます。 
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テレビや DVD プレーヤーなどを接続ずる 


YSP -800 をテレビや DVD プレーヤーなどに接続します。 

下図の接続例を参考にして本機をテレビや DVD プレーヤーなどに接続してください。サブウーファーを接続すると、よりダイナ5ックなな音を楽しめまず。 
接続の詳細や他機器との接続につしては取扱説明書22〜30ページをご覧ください。 


テレビ 


DVD プ レーヤー 


接続ケーブル 

1；(下の順番で接続して < ださい。 


五 


TL 





A 


黯光常タル 


① ステレオピンケーブル(付属） 

② 光ファイノ（ー ケーブル(光デジタル接続ちする場合） 

③ メニュー表示用ビデオケーブル(付属） 

④ 光ファイバーケーブル(付属） 

⑤ DVD 用ビデオケーブル 

( D ヴブウーファー用ピンケーブル(サブウーファーを接続する場合） 
《この接続例では、付属のデジタル音声ピンケーブル(信)は使巧しません。 



/[_ YSP -800 


參し爹 凌) 曲 m 


テレビ/ サブウーファービデオテレビ/チユーナー DVD 

チュ ーナー - 巧 - 


AUX 

同な 


⑥ 

mpiB — cstSIN, 



ぶ-ヒント 

サブウーファー接続をは、ヴブウーファーの電 
源をオンにした状態で自動設定を行ラ（裏面） 

か、詳細設定の r バス出力」を r サブウーファー」 
に設定してください(取扱説明書71ページ)。 


サブウーファ 


YSP- 800を自動設定ずる 


オプティマイザーマイクを YSP -800 に接続し、設置します。 

本機では付属のオプティマイヴーマイクを使用することにより、さチヤンネルの設定を自動的に調節できます。下図を参考にしてマイクを接続-設置してください。 

オプティマイザーマイクを本機の OPTIM に ER M に端子に接続します。 



マイクを実際に視聴する位置に設置します。付属のマイクスタンド让図）などを利用して、できるだけ視聴時のちの高さとなる位置に設置 


して < ださい。 




マイクは本機から2 mLi (上離し、本機の中む線上に設置して 
ください。また、本機から上下 Imiil 内の位置に設置してく 
ださい。 

ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物びある場 
合には、障害物を移動したり、マイクをより高い場所に設置 
してください。壁に接している家具は壁と見なしますので障 
害物ではありません。 


マイクの設置び完了した！5、本機を自動 
設定します。裏面へお進みください。 


く 




裏面へ 
つづ< 
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【表面から 丫 SP -800 を自動設定し、最適な視聴空間をつくります。 


のつづさ > 


接続-設置したオプテイマイヴーマイクを使用して U スニングルームの環境などを測定し、各チヤンネルの設定を自動的に調節しまず。 

測定中は大きなテスト音び出力されまず。ルさなおモ様びお部圍こいる場合やお部屋に入ってくる可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。 


〇 


■ J モコンの電源キー 
を巧す 

本機の電源び ON になります。 

サブウーファーを接続している場合 
は、ヴブウーファーの電源を入れて、 
音量を半分または半分よりややルさめ 
(ち図の位置)に設定してください。 
サブウーファーにク□スオーバー/ 
八イカット周波数の調節機能びある 
場合は、ち図のようにク□スオー 
バー/八イカット周波数を最大に設 
定してください。 



VOLUME CROSSOVER/ 



サブウーファー 


〇 ム I ▽キーを巧して 
頃目を選択し、 く/> 

キーで内容を選ぶ 

設置位置 . 壁/コーナ ー 

壁： 本機を壁に巧して平行に設置している場合に選択します。 

コーナ ー: 本機を壁に巧して斜めに設置している場合に選択します。 

壁かけ設置 . いいえ/はい 

いいえ： 本機をラックなどに置いてご利用の場合に選択します。 
はい： 本機を壁に掛けてご利用の場合に選択します。 

部屋の響き . 標準/大 

標準; 一般的なお部屋の場合に選択します。 

大: 壁びコンクリートででさているなど音び響くお部屋の場合に選択しまず。 



0 テレビの電源を入れる 

© テレビの映像入力切替を操作して、 
YSP -800 の映像に切り替える 

表面の接続例のよラに、メニユー表示用ビデオケーブルをテレビの映 
像入力2に接続した場合は、テレビの映像入力を「2」に切り替えます。 


〇 メニューキーを巧して、 YSP - 800 
のメニューを表巧させる 


テレビにメニュー画面び表示されます。メニューび表おされない場合は、 
表面接続例の「③メニュー表示用ビデオケーブル」び正しく接続されている 
か確認し、 YSP キーを巧してから再度メニューキーを巧してください。 



0 A / ▽キーを巧して r 自動設定 J を 
選択し、決定キーを巧す 


テレビに下の画面び表示されます。 



© 


矢 EP が r ビーム調整+音質調整 J にあ 
ることを確認し、決定キーを巧す 



© 選択が鞭わった6、な下のことをお認する 

• 測定中はお部屋のがに出ることをおすすめします。お部屋の中に 
残る場合はビーム経路に重な日ない位置(本体の真横から後方)へ 
移動し、大さな声や音を出さないよラにしてください。 

• 測定中に自動設定を中止したい場合は、戻るキーを巧してください。 

• 測定開始か日完了まで約3分かかります。 


© 決定キーを巧して、測定を開始する 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



測定中の項目に従って、画面び自動的に切り替わります。 

画面にエラーメッセージび表示された場合は「エラーメッセージにつ 
いて」（取扱説明書41ページ)を参照して問題を解決してください。 
その後、戻るキーを巧して手順已から再度設定してください。 

測定び完了すると、下のよラな画面び表示されます。 

《本機の設置位置やサブウーファー 
の有無などにより、結果表示画面 
は異なります。 


結!表示 

ピームモード：5ビーム 
サブウ- ファ-: ち 


[游]:齡ずる 
[民る】：齡しない 


® 決定 キーを 巧す 

設定び完了し、下の画面び表示されます。 



の 


メニューキーを巧す 

テレビか b メニュー画面び消えます。 

測定結果は本機に記憶され、電源を 
切ってを初期設定値には戻りません。 
設定完了後はオプティマイヴーマイク 
を外し、保管してください D 



音声をサラウンドで楽しむ 


テレビや DVD の音声をサラウンドで楽しみます。 

テレビや DVD の機能または操作については、ご使用のテレビや DVD に付属している取扱説明書をご覧ください。 
本機の音量は一40祀程度に設定し、「手順4」で必要に応じて調節してください。 


テレビを視聴する 

〇 テレビのリモコンで、見 
たいチヤンネルを選ぶ 

© 本機のリモコンのテレ 
ビ キーを 巧す 

テレビの再生モードに切り替わります。 

I DVD _ビデオ チ; I- ナーテレビ ■ 

□ □g 刮 

AUX 入力1 入力2 マク d 、 

□ □ □ 口 1 


DVD を再生する 

〇 テレビの映像入力切替を操作し 
て、 DVD の映像に切り替える 

© 本機のリモコンの DVD キーを 
巧してか6、 DVD を再生する 

DVD の再生モードに切り替わります。 

DVD ビデオ チューナーテレビ H 

I 

AUk 、 い、'),- 入力2 マクロ I 

(zra □ □ ■ 



0 テレビのスピーカーか6音声が聞こえる場合は、音声が聞こえ 
な < なるまでテレビの音量を下げる 

ご使用のテレビの U モコンを使って操作してください。 


〇 


リモコンの音量+/—キーを巧して、音量 
を調節する 



0 リモコンの YSP キーを巧してか6、ビームモードキー（ステレオ) 
を押して、デジタル信号が本機に入力されているか確認する 

DVD ソフトの已 .1 ch サラウンドデジタル信号や、テレビの BS / 地上デジタル放送の信号を再生しているときは、 

フ□ントパネルディスプレイに Mm . AAC 、□□ DIGITAL のラちいずれかのインジケーターび点灯します。 
インジケーターび点灯しない場合は、本機と DV 日プレーヤー/テレビびデジタル接続されているか、または DVD 
プレーヤー/テレビ側のデジタ J レ出力設定びオンになつているかご確認ください。 

か-ヒント 

当社製のデモンストレーション DVD を使用ずると、 DVD プレーヤーから本機にデジタル信号び入力されているか確認するのに便利でず。 



0 リモコンの ビームモー ド キーを巧して、 

ビームモー ドを変更す る 

ビームモードを変更することにより、ステレオ再生か日已 .1 チヤンネルのマ 
ルチチヤンネル再生まで5種類の再生モードをお楽しみいただけます。 
ビームモードについては取扱説明書48〜已〇ページをご覧ください。 


□ □ □ □ 

邑ビーム ST +3 ビーム 3ビーム 

LJ i£} l£)^ 

ステレオ ターブット AAC 音再を重 ( 

CZD QD 

音楽 _ _肤面 _ 音■モード 

〇〇〇 


YSP - 800のサラウンドサウンドはお楽しみいただけましたか？リスニング環境をより詳細に設定 
したい場合は階メニューを個別に設定ずる」（取扱説明書目3ページ〜）をご参照ください。 























































